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交通事故統計 事業用貨物自動車の死亡事故件数
大型 中型 準中型 普通 計

65
（−4）

36
（+5）

18
（−6）

5
（+1）

124
（−4）

交通事故死者数（人）

8月31日現在 9月14日現在

1,622
（−123）

1,723
（−118）

全国の死亡
事故件数

1,585
（−127）

令和３年8月末
事業用トラック第1当事者死亡事故件数
軽貨物は除く。（  ）内は前年同月比増減数
▶警察庁調べ

年　月 スタンド ローリー カード

令和３年５月 107.49 97.29 106.38
令和３年６月 109.33 100.46 109.32
令和３年７月 112.06 103.36 111.99

軽油価格情報
全国平均価格：円／リットル（消費税抜き）
▶全日本トラック協会調べ

　

事
業
用
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ

バ
ー
に
よ
る
飲
酒
運
転
の
根

絶
に
つ
い
て
は
︑
ト
ラ
ッ
ク
運

送
業
界
と
し
て
各
種
啓
発
活

動
を
展
開
し
︑
そ
の
防
止
に

積
極
的
に
努
め
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
る
︒

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
と

し
て
も
︑今
年
策
定
し
た
﹁
ト

ラ
ッ
ク
事
業
に
お
け
る
総
合

安
全
プ
ラ
ン
２
０
２
５
﹂
で

は
︑
令
和
７
年
に
達
成
す
べ

き
目
標
値
と
し
て
︑﹁
死
者

数
・
重
傷
者
数
の
合
計
９
７

０
人
以
下
﹂︑﹁
飲
酒
運
転
ゼ

ロ
﹂
を
掲
げ
︑
会
員
事
業
者

に
対
し
て
さ
ら
な
る
安
全
の

確
保
に
向
け
た
取
り
組
み
の

強
化
を
求
め
て
い
る
︒

　

し
か
し
な
が
ら
︑
警
察
庁

統
計
に
よ
る
と
︑
最
近
の
事

業
用
ト
ラ
ッ
ク
に
よ
る
飲
酒

運
転
事
故
件
数
は
横
ば
い
で

推
移
し
︑
未
だ
根
絶
に
は
至

っ
て
い
な
い
︒

　

特
に
︑
今
年
６
月
に
は
︑

千
葉
県
八
街
市
に
お
い
て
︑

飲
酒
し
た
ド
ラ
イ
バ
ー
の
自

家
用
ト
ラ
ッ
ク
が
小
学
校
児

童
の
列
に
突
っ
込
み
︑
死
傷

者
が
出
る
と
い
う
痛
ま
し
い

事
故
が
発
生
し
︑
飲
酒
運
転

が
全
国
的
な
社
会
問
題
と
し

て
マ
ス
コ
ミ
な
ど
で
大
々
的

に
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
︒

さ
ら
に
７
月
５
日
︑
６
日
に

は
︑
事
業
用
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ

イ
バ
ー
に
よ
る
飲
酒
運
転
事

案
が
相
次
い
で
発
生
す
る
な

ど
︑
極
め
て
憂
慮
す
べ
き
事

態
と
な
っ
て
い
る
︒

　

千
葉
県
内
で
の
事
故
の
発

生
な
ど
を
受
け
︑政
府
で
は
︑

関
係
閣
僚
会
議
に
お
い
て

﹁
通
学
路
等
に
お
け
る
交
通

安
全
の
確
保
及
び
飲
酒
運
転

の
根
絶
に
係
る
緊
急
対
策
﹂

を
閣
議
決
定
︒﹁
通
学
路
等

に
お
け
る
交
通
安
全
の
確

保
﹂と﹁
飲
酒
運
転
の
根
絶
﹂

を
柱
と
し
た
緊
急
対
策
に
取

り
組
む
と
し
て
い
る
︒

　

コ
ロ
ナ
禍
が
続
く
現
在
︑

社
会
を
支
え
る
エ
ッ
セ
ン
シ
ャ

ル
な
事
業
と
し
て
︑
社
内
体

制
を
確
立
し
て
飲
酒
運
転
を

根
絶
し
て
い
る
運
送
事
業
者

が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
こ
の
運

送
業
界
だ
が
︑
一
方
で
︑
ほ

ん
の
一
握
り
の
心
な
い
事
業

用
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
が

引
き
起
こ
す
飲
酒
運
転
に
よ

り
︑
一
般
社
会
か
ら
は
﹁
運

送
業
界
全
体
の
体
質
的
な
問

題
﹂
と
捉
え
ら
れ
る
こ
と
と

な
り
︑
こ
う
し
た
状
況
が
引

き
続
き
発
生
す
る
よ
う
な
事

態
と
な
れ
ば
︑
エ
ッ
セ
ン
シ
ャ

ル
な
運
送
業
界
の
社
会
的
信

頼
性
は
著
し
く
失
墜
し
て
し

ま
う
こ
と
に
な
る
︒

　

全
ト
協
で
は
９
月
６
日
︑

こ
の
よ
う
な
状
況
に
鑑
み
︑

飲
酒
運
転
と
い
う
反
社
会
的

行
為
の
根
絶
を
図
る
た
め
第

１
１
７
回
交
通
対
策
委
員
会

を
開
催
し
て
︑
業
界
全
体
と

し
て
飲
酒
運
転
根
絶
意
識
を

共
有
す
る
と
と
も
に
︑
関
係

者
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
み

を
強
化
す
る
こ
と
に
よ
り
︑

こ
の
業
界
か
ら
飲
酒
運
転
を

根
絶
す
る
こ
と
を
決
議
し
た
︒

　

決
議
で
は
︑
①
各
事
業
所

に
お
い
て
︑
乗
務
前
後
の
対

面
点
呼
時
を
は
じ
め
︑
電
話

そ
の
他
の
方
法
で
行
う
点
呼

の
場
合
で
も
︑
ア
ル
コ
ー
ル

検
知
器
を
用
い
た
酒
気
帯
び

の
有
無
の
確
認
が
確
実
に
行

え
る
点
呼
実
施
体
制
が
確
立

さ
れ
て
い
る
か
の
再
確
認
と
︑

必
要
に
応
じ
た
見
直
し
︑
②

交
通
安
全
運
動
等
の
機
会
を

捉
え
︑
事
業
用
ト
ラ
ッ
ク
が

関
係
し
た
飲
酒
運
転
事
故
事

例
の
周
知
な
ど
に
よ
り
運
転

者
に
対
す
る
飲
酒
運
転
根
絶

意
識
の
徹
底
︑
③
各
都
道
府

県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
で
は
︑
飲

酒
運
転
根
絶
に
向
け
た
他
県

の
取
り
組
み
事
例
に
つ
い
て

情
報
共
有
化
を
図
り
︑
各
地

域
の
実
情
に
応
じ
た
飲
酒
運

転
根
絶
に
向
け
た
効
果
的
な

取
り
組
み
を
積
極
的
に
展
開

す
る
︱
︱
こ
と
と
し
て
い
る
︒

　

特
に
③
に
つ
い
て
は
︑
具

体
的
に
︑
会
員
事
業
所
所
属

の
全
ド
ラ
イ
バ
ー
か
ら
飲
酒

運
転
を
し
な
い
と
い
う
宣
誓

書
を
提
出
し
て
も
ら
う
署
名

活
動
を
行
う
ほ
か
︑
フ
ェ
リ

ー
乗
り
場
︑
サ
ー
ビ
ス
エ
リ

ア
︑
パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア
︑

ト
ラ
ッ
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
な
ど

で
の
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
に

対
す
る
飲
酒
の
有
無
の
自
主

点
検
や
︑
街
頭
啓
発
活
動
の

実
施
を
行
う
と
し
て
い
る
︒

　

な
お
︑同
決
議
の
全
文（
写

真
）
を
掲
載
し
た
リ
ー
フ
レ

ッ
ト
お
よ
び
ポ
ス
タ
ー
と
全

ト
協
の
﹁
秋
の
全
国
交
通
安

全
運
動
﹂周
知
ポ
ス
タ
ー
を
︑

今
号
の
﹃
広
報
と
ら
っ
く
﹄

に
同
封
し
た
︒

1
安
全
運
行
の
確
保

【
最
重
点
推
進
項
目
】

⑴
飲
酒
運
転
の
根
絶

　

飲
酒
運
転
の
根
絶
を
徹
底

す
る
た
め
︑
全
ト
協
制
作
の

﹁
飲
酒
運
転
防
止
対
策
マ
ニ

ュ
ア
ル
﹂
等
を
活
用
し
︑
運

転
者
に
対
す
る
適
切
な
指
導

監
督
を
実
施
す
る
と
と
も

に
︑
ア
ル
コ
ー
ル
検
知
器
を

使
用
し
た
厳
正
な
点
呼
を
実

施
す
る
︒

　

ま
た
︑
飲
酒
運
転
根
絶
に

向
け
た
各
種
啓
発
活
動
を
強

化
す
る
︒

⑵ 

追
突
事
故
及
び
交
差
点
に

お
け
る
事
故
の
防
止

　

事
業
用
ト
ラ
ッ
ク
に
お
け

る
事
故
の
半
数
を
占
め
る
追

突
事
故
︑
及
び
事
業
用
ト
ラ

ッ
ク
が
第
１
当
事
者
と
な
る

死
亡
事
故
の
約
４
割
を
占
め

る
交
差
点
事
故
を
防
止
す
る

た
め
︑
全
ト
協
制
作
の
﹃
ト

ラ
ッ
ク
追
突
事
故
防
止
マ
ニ

ュ
ア
ル
~
追
突
事
故
撲
滅
キ

ッ
ト
~
﹄︑
及
び
﹃
ト
ラ
ッ
ク

交
差
点
事
故
防
止
マ
ニ
ュ
ア

ル
~
交
差
点
事
故
撲
滅
キ
ッ

ト
~
﹄
を
活
用
し
︑
交
通
事

故
実
態
に
即
し
た
運
転
者
へ

の
指
導
・
教
育
を
促
し
︑
追

突
事
故
防
止
及
び
交
差
点
に

お
け
る
事
故
防
止
の
徹
底
を

図
る
︒

　

ま
た
︑
追
突
事
故
発
生
時

に
お
け
る
被
害
の
軽
減
に
有

効
な
﹁
衝
突
被
害
軽
減
ブ
レ

ー
キ
装
置
﹂搭
載
車
の
普
及
︑

及
び
交
差
点
等
に
お
け
る
左

折
事
故
防
止
対
策
の
取
り
組

み
と
し
て
︑
車
載
カ
メ
ラ
装

着
車
両
の
普
及
を
促
進
す
る
︒

【
重
点
推
進
項
目
】

⑶ 

子
供
と
高
齢
歩
行
者
の
交

通
事
故
防
止

　

子
供
と
高
齢
者
の
傍
を
通

過
す
る
際
は
︑
十
分
に
速
度

を
落
と
す
な
ど
︑
思
い
や
り

の
あ
る
運
転
の
励
行
︒

⑷ 

夕
暮
れ
時
と
夜
間
の
歩
行

中
・
自
転
車
乗
用
中
の
交

通
事
故
防
止

　

夕
暮
れ
時
と
夜
間
に
お
け

る
歩
行
中
及
び
自
転
車
乗
用

中
の
交
通
事
故
を
防
止
す
る

た
め
︑
前
照
灯
の
早
め
の
点

灯
と
︑
昼
間
よ
り
も
控
え
め

の
速
度
で
の
走
行
の
励
行
︑

交
差
点
通
過
時
に
お
け
る
車

両
周
辺
の
歩
行
者
等
の
安
全

確
認
の
励
行
を
徹
底
す
る
︒

⑸ 

携
帯
・
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の

使
用
禁
止
の
徹
底

　

乗
務
中
の
携
帯
電
話
に
よ

る
通
話
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

の
操
作
の
禁
止
に
つ
い
て
徹

底
を
図
る
︒
ま
た
︑
横
断
歩

道
に
お
い
て
歩
行
者
を
優
先

す
る
よ
う
徹
底
す
る
︒

⑹ 

高
速
道
路
に
お
け
る
事
故

の
防
止

　

高
速
道
路
に
お
け
る
事
故

は
︑
高
速
道
路
に
入
り
１
時

間
以
内
に
多
く
発
生
し
て
い

る
た
め
︑
高
速
道
路
に
入
っ

た
後
は
可
能
な
限
り
早
い
段

階
で
休
憩
を
と
ら
せ
る
な

ど
︑
高
速
道
路
に
お
け
る
事

故
防
止
を
徹
底
す
る
︒

⑺
ト
レ
ー
ラ
事
故
の
防
止

　

全
ト
協
制
作
の
﹁
ト
レ
ー

ラ
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
﹂
や
﹁
鉄

鋼
輸
送
に
携
わ
る
プ
ロ
運
転

者
・
管
理
者
用
ガ
イ
ド
ブ
ッ

ク
﹂
等
を
活
用
し
︑
海
上
コ

ン
テ
ナ
の
固
定
方
法
や
鋼
材

の
固
縛
方
法
を
再
確
認
し
︑

横
転
や
荷
崩
れ
等
の
ト
レ
ー

ラ
事
故
の
防
止
を
図
る
︒

⑻
健
康
起
因
事
故
の
防
止

　

国
土
交
通
省
制
作
の
﹁
事

業
用
自
動
車
の
運
転
者
の
健

康
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
﹂
及
び

全
ト
協
が
制
作
し
た
﹁
ト
ラ

ッ
ク
事
業
者
の
た
め
の
健
康

起
因
事
故
防
止
マ
ニ
ュ
ア
ル

（
改
訂
版
）﹂
等
に
基
づ
き
︑

点
呼
時
等
に
お
い
て
運
転
者

の
疲
労
︑
睡
眠
不
足
の
状
況

等
︑
健
康
状
態
の
確
認
を
徹

底
し
︑
体
調
急
変
に
伴
う
事

故
の
防
止
を
図
る
︒

⑼
過
労
運
転
等
の
防
止

　

事
業
者
は
︑
運
転
者
に
︑

過
労
運
転
や
睡
眠
不
足
が
交

通
事
故
を
引
き
起
こ
す
恐
れ

が
あ
る
こ
と
を
理
解
さ
せ
︑

休
憩
又
は
睡
眠
の
た
め
の
時

間
及
び
休
息
の
た
め
の
時
間

が
十
分
確
保
さ
れ
る
よ
う
勤

務
時
間
及
び
乗
務
時
間
を
定

め
る
と
と
も
に
︑
運
行
管
理

者
に
対
し
て
は
運
行
経
路
︑

運
行
時
間
︑
休
憩
地
点
等
を

含
む
適
切
な
運
行
指
示
書
の

作
成
や
運
行
計
画
︑
並
び
に

乗
務
割
の
作
成
を
行
い
︑
点

呼
時
等
に
お
い
て
運
転
者
の

疲
労
︑睡
眠
不
足
の
状
況
等
︑

健
康
状
態
の
確
認
を
徹
底
す

る
よ
う
指
示
し
︑
過
労
運
転

や
睡
眠
不
足
に
よ
る
運
転
の

防
止
に
努
め
る
︒

⑽
「
Ｗ
Ｅ
Ｂ
版
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト

集
」
を
活
用
し
た
安
全
意

識
の
高
揚

　

全
ト
協
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上

に
掲
載
中
の
﹁
Ｗ
Ｅ
Ｂ
版
ヒ

ヤ
リ
ハ
ッ
ト
集
﹂
等
を
活
用

し
た
Ｋ
Ｙ
Ｔ
を
実
施
し
︑﹁
だ

ろ
う
運
転
﹂
か
ら
﹁
か
も
し

れ
な
い
運
転
﹂
を
心
掛
け
る

よ
う
徹
底
を
図
る
︒

　

他
︑
2
車
両
の
安
全
性
の

確
保
や
3
事
故
情
報
等
の
収

集
に
よ
る
安
全
意
識
の
高
揚

を
掲
げ
取
り
組
む
︒

全ト協　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
は
︑
中
央
交
通

安
全
対
策
会
議
交
通
対
策
本
部
決
定
の
令

和
３
年
秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
推
進
要

綱
お
よ
び
国
土
交
通
省
策
定
の
同
実
施
計

画
な
ら
び
に
令
和
３
年
８
月
４
日
に
閣
僚

会
議
に
て
決
定
さ
れ
た
﹁
通
学
路
等
に
お

け
る
交
通
安
全
の
確
保
及
び
飲
酒
運
転
の

根
絶
に
係
る
緊
急
対
策
﹂を
踏
ま
え
つ
つ
︑

全
ト
協
実
施
計
画
を
定
め
︑
各
都
道
府
県

ト
ラ
ッ
ク
協
会
と
と
も
に
︑
９
月
21
日
㈫

か
ら
30
日
㈭
ま
で
の
運
動
期
間
中
に
同
運

動
を
効
果
的
に
実
施
す
る
︒

　

実
施
に
あ
た
っ
て
は
︑
事
業
用
ト
ラ
ッ

ク
に
よ
る
飲
酒
運
転
事
故
の
発
生
や
︑
事

故
の
過
半
数
を
追
突
事
故
が
占
め
︑か
つ
︑

死
亡
事
故
の
約
４
割
が
交
差
点
で
発
生
し

て
い
る
現
状
を
踏
ま
え
︑﹁
飲
酒
運
転
の

根
絶
﹂︑﹁
追
突
事
故
及
び
交
差
点
に
お
け

る
事
故
の
防
止
﹂
を
最
重
点
推
進
項
目
と

し
て
積
極
的
に
取
り
組
む
︒

　

ま
た
︑
運
動
期
間
を
前
に
し
た
９
月
６

日
に
は
︑
飲
酒
運
転
と
い
う
反
社
会
的
行

為
の
根
絶
を
図
る
た
め
︑
第
１
１
７
回
交

通
対
策
委
員
会
（
工
藤
修
二
委
員
長
）
を

開
催
し
︑
業
界
全
体
と
し
て
飲
酒
運
転
根

絶
意
識
を
共
有
す
る
と
と
も
に
︑
関
係
者

一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
み
を
強
化
す
る
こ

と
に
よ
り
︑
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
か
ら
飲

酒
運
転
を
根
絶
す
る
こ
と
を
決
議
し
た
︒

飲酒運転根絶に向けたトラック運送業界の
取り組みの強化について

飲酒運転根絶に向けたトラック運送業界の
取り組みの強化について

　事業用トラックドライバーに対する飲酒運転の根絶については、トラック運送業界として各種啓発活
動を展開し、その再発防止に積極的に努めています。
　また、国土交通省が本年3月に決定した「事業用自動車総合安全プラン2025」においては、「事業用
自動車における飲酒運転ゼロ」を目標に掲げる等、様々な取り組みを実施しています。
　しかしながら、警察庁統計によれば、最近の事業用トラックによる飲酒運転事故件数は横ばい傾向で、
未だ根絶には至っておりません。
　特に、本年6月28日に、千葉県八街市において、飲酒した運転者の自家用トラックが小学校児童の列
に突っ込み、死傷者が出る痛ましい事故が発生し、飲酒運転が全国的な社会問題としてマスコミなどで
大々的に取り上げられている最中の本年7月5日、6日には、事業用トラックドライバーによる飲酒運転
事案が相次いで発生しており、極めて憂慮すべき事態となっています。
　現在、エッセンシャルな事業として、社内体制を確立して飲酒運転を根絶している優良な運送事業者
がほとんどであるこの運送業界ですが、一方で、ほんの一握りの心無い事業用トラックドライバーが引
き起こす飲酒運転により、「運送業界全体の体質的な問題」ととらえられることとなり、こうした状況
が引き続き発生するような事態となれば、エッセンシャルな運送業界の社会的信頼性は著しく失墜して
しまいます。
　このような状況に鑑み、飲酒運転という反社会的行為の根絶を図るため、第117回交通対策委員会で
は、業界全体として下記事項を共有するとともに、関係者一丸となって取り組みを強化することにより、
この業界から飲酒運転を根絶することを決議する。

１．各事業所においては、乗務前後の対面点呼時はもとより、対面でなく電話その他の方法で
行う点呼の場合においても、アルコール検知器を用いた酒気帯びの有無の確認が確実に行
える点呼実施体制が確立できているか再確認し、必要に応じた見直しを行う。

２．各事業所においては、交通安全運動等の機会をとらえ、事業用トラックが関係した飲酒運
転事故事例を周知するなどして、運転者に対する飲酒運転根絶意識の徹底を図る。

３．各都道府県トラック協会においては、飲酒運転根絶にむけた他県の取り組み事例について
情報の共有化を図り、各地域の実情に応じ、飲酒運転根絶にむけた効果的な取り組みを積
極的に展開する。具体的には、
・会員事業所所属の全てのドライバーからの飲酒運転しないことの宣誓書の署名活動
・フェリー乗り場、SA・PA、TSなどでのトラックドライバーに対する飲酒の有無の自
主点検や、街頭啓発活動

令和３年９月６日
公益社団法人　全日本トラック協会
副会長（交通対策委員長）工藤修二

 決　　　　議  決　　　　議 

　事業用トラックドライバーの飲酒運転事案が相次ぐことにより「飲酒運転は運送業界全体の
体質的問題」ととられかねません。また、こうした状況が引き続き発生するような事態となれ
ば、エッセンシャルな運送業界の社会的信頼性は著しく失墜してしまいます。
　「飲酒運転」という反社会的な行為の根絶を図るため、関係者一丸となって効果的な取り組
みを展開しましょう。

決議文令和３年「秋の全国交通安全運動」ポスター（内閣府）

令
和
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年
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通
安
全
運
動
」

令
和
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年
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本
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ラ
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画

全
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本
ト
ラ
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会
実
施
計
画

都
道
府
県
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ラ
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組
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化
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道
府
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ト
ラ
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会
と
と
も
に
取
組
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交
通
対
策
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員
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で
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決
議
文
」

交
通
対
策
委
員
会
で
「
決
議
文
」

「飲酒運転「飲酒運転」」の根絶へ決議 !!の根絶へ決議 !!

９
月
９
月
2121
日
㈫
〜

日
㈫
〜
3030
日
㈭
ま
で

日
㈭
ま
で
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ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
（
ト
ラ
ッ
ク
協
会
ニ
ュ
ー
ス
）

ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
（
ト
ラ
ッ
ク
協
会
ニ
ュ
ー
ス
）

～輸送安全規則編～

法令　　  クイズ
マル　 バツ

❶		運行記録計の装着義務があるのは、車両総重量が8トン以上又は最大積
載量が5トン以上の事業用自動車である。（	○・×	）

❷		営業所に備えられているアルコール検知器が故障して使用できない場
合は、点呼執行者の目視による酒気帯びの有無の確認を受ければ乗務
することができる。（	○・×	）

❸		運行上やむを得ない事情により対面点呼ができない場合は、電子メー
ルによる点呼でもよい。（	○・×	）

❹		乗務を終了して他の運転者と交替するときは、自動車、道路、運行の
状況について通告する。（	○・×	）

❺		事故が発生した場合は、その記録を当該事業用自動車の運行を管理す
る営業所で1年間保存しなければならない。（	○・×	）

（解答は7面）

怒りの感情を上手くコントロールしよう
〔第108回〕

　あおり運転の厳罰化が盛り込まれた改正道路交通法が施行
された昨年６月30日から１年間で、100件のあおり運転容疑に
よる摘発があったなど、厳罰化から１年経過後のあおり運転の
実態が報道されました。事故の危険が増すだけでなく、業界全
体の信用低下を招くあおり運転は厳禁です。あおり運転の背景
には怒りの感情があるといわれており、運転中は怒りの感情を
上手くコントロールすることが大切です。

●「あおり運転」の実態

Ａさん「Ｂさん、あおり運転が厳罰化されてから、１年で100件
の摘発があったというニュースは知っているよね」

Ｂさん「うん。僕たちドライバーにも無関係じゃないからね。
100件の内訳はどうなっているの」

Ａさん「摘発された100件のうち、最も多かったのが『急ブレー
キ』で24件、『急な車線変更』が20件、『幅寄せ・蛇行
など』が16件と続いている。また、より罰則の重い『著
しい交通の危険』は29件だったんだ。あと、人身事故
は23件となっている」

●あおり運転の罰則

Ｂさん「なるほど。確かあおり運転の罰則は、３年以下の懲役
または50万円以下の罰金だよね。そして違反点数は
25点で反則金が適用されないから、欠格期間２年の免
許取消しになる。また、著しい交通の危険が生じた場
合は、５年以下の懲役または100万円以下の罰金、違
反点数35点、欠格期間３年の免許取消し。仕事、プラ
イベートに限らず、車を使う人には死活問題になること
は少し考えると分かりそうだけど、やっぱりイラっとし
た時の怒りの感情がそのまま運転に現れてしまう人も
多いのかな」

●運転中にイラっとした時の解消法

Ａさん「そうだね。僕たちが運転しているトラックがあおられる
ことはあまりないけど、僕たちが怒りに支配されて他
車をあおってしまうと大惨事になりかねない。一般の
ドライバー以上に、怒りの感情をうまくコントロールす
ることが大切だね。Ｂさんは、急な割り込みとかでイ
ラっとした時、どうやって気持ちを静めているの」

Ｂさん「イラっとしたままハンドルを握っていると、事故の危険
は増すから、気にしないようにしているんだけど、先日
同乗者から、割り込まれた時などに『大丈夫』『問題な
し』『お先にどうぞ』といった独り言を言っていると言
われたよ。それまで意識していなかったけど、確かに一
瞬、腹が立っても『大丈夫』とか、そんな言葉を言って
いると『まぁ、いいか』と思えてくるんだよね」

Ａさん「実は、先日受講した講習のテーマが“怒りの感情をど
う上手くコントロールするか”だったんだ。怒りを静め
る方法の一つとして、Ｂさんが言っていた方法も紹介
されていたよ」

Ｂさん「そうなんだ。ほかにはどんな方法があるの」
Ａさん「ほかには、子どもなどの大事な人の写真を貼っておき、

イラっとした時にそれを見る、それと深呼吸が紹介さ
れていたよ。あと、怒りの感情は長くても６秒ぐらい
だから『１秒、２秒……６秒』とカウントするのも有効
という話だったよ。ただし、イラっとした時に大事な人
の写真を見るのは、脇見運転にならないようにしない

とね」
Ｂさん「なるほど。運転での６秒は決して短くないけど、思って

いる以上に怒りは早く収まるんだね。今はドライブレ
コーダー装着車も増えているから、覚えがないでは済
まされないもんね」

Ａさん「そうなんだ。今回の摘発の100件のうち、９割以上がド
ライブレコーダーの映像が決め手となったんだ。僕た
ちプロドライバーにとって、あおり運転はあってはなら
ないことだよ。そのことをしっかり理解して、運転して
もらいたいよ。そのためにも、イラっとした時の対処法
をしっかり学んでおいてほしいね」

Ｂさん「そうだね。怒りの感情を上手くコントロールして、他人
にやさしいマナーのよい運転をしていこう」

あおり運転の罰則

３年以下の懲役または
50万円以下の罰金

違反点数　25点

免許取消（欠格期間２年）
＊前歴およびその他の累積点数がない場合 ＊前歴およびその他の累積点数がない場合

５年以下の懲役または
100万円以下の罰金

違反点数　35点

免許取消（欠格期間３年）

交通の危険のおそれ 著しい交通の危険

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
は
︑

８
月
26
日
に
開
催
さ
れ
た
自

由
民
主
党
﹁
物
流
調
査
会
﹂

（
会
長
・
今
村
雅
弘
衆
議
院

議
員
）
に
出
席
し
︑
ト
ラ
ッ

ク
運
送
業
界
に
関
す
る
要
望

を
行
っ
た
︒

　

物
流
調
査
会
に
は
桝
野
龍

二
理
事
長
が
出
席
︒
高
速
道

路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
・

充
実
や
休
憩
・
休
息
施
設
︑

中
継
物
流
拠
点
の
整
備
・
拡

充
な
ど﹁
物
流
基
盤
の
整
備
﹂

や
︑
大
口
・
多
頻
度
割
引
の

実
質
50
％
割
引
へ
の
拡
充
や

首
都
高
速
︑
阪
神
高
速
︑
名

古
屋
高
速
に
お
け
る
車
種
間

比
率
激
変
緩
和
措
置
の
延
長

な
ど
﹁
高
速
道
路
料
金
等
の

引
下
げ
﹂︑
ま
た
﹁
働
き
方

「
第
26
回
全
国
ト
ラ
ッ
ク
運

送
事
業
者
大
会
」（
名
古
屋
）

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
に
よ
り
開
催
中
止
に

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会

は
︑
10
月
14
日
㈭
に
愛
知
県

名
古
屋
市
の
名
古
屋
東
急
ホ

テ
ル
で
開
催
予
定
だ
っ
た﹁
第

26
回
全
国
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事

業
者
大
会
﹂
に
つ
い
て
︑
中

部
ト
ラ
ッ
ク
協
会
（
寺
岡
洋

一
会
長
）
と
の
慎
重
な
審
議

の
結
果
︑
開
催
を
中
止
す
る

こ
と
を
決
め
た
︒

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
に
つ
い
て
は
︑
８
月
以

降
︑
全
国
的
に
感
染
爆
発
と

も
い
え
る
状
況
に
な
り
︑
８

月
27
日
に
は
︑
開
催
県
の
愛

知
県
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
特
別
措
置
法
に
基
づ
く

﹁
緊
急
事
態
宣
言
﹂
対
象
地

域
と
な
っ
た
︒

　

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま

え
︑
事
業
者
大
会
の
開
催
中

止
と
い
う
結
果
に
至
っ
た
︒

改
革
実
現
の
た
め
の
支
援
﹂︑

﹁
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル

実
現
に
向
け
た
認
識
と
課

題
﹂︑﹁
物
流
Ｄ
Ｘ
（
デ
ジ
タ

ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ

ン
）
や
物
流
業
務
の
自
動
化

・
機
械
化
に
対
す
る
支
援
﹂

な
ど
︑
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界

に
関
す
る
要
望
事
項
を
説
明

し
た
︒

就
職
氷
河
期
世
代
の
採
用
促
進

に
向
け
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
作
成

運
転
免
許
取
得
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
活
用
を
呼
び
か
け

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
で

は
︑
現
在
実
施
し
て
い
る
厚

生
労
働
省
委
託
事
業
﹁
就
職

氷
河
期
世
代
の
方
向
け
の
短

期
資
格
等
習
得
コ
ー
ス
事

業
﹂
に
関
し
て
︑
ト
ラ
ッ
ク

運
送
事
業
者
向
け
に
同
事
業

を
紹
介
す
る
リ
ー
フ
レ
ッ
ト

（
写
真
）
を
作
成
し
た
︒

　

同
事
業
で
は
︑
就
職
氷
河

期
世
代
（
35
歳
~
54
歳
）
の

求
職
者
に
対
し
︑
大
型
・
中

型
・
準
中
型
の
い
ず
れ
か
の

運
転
免
許
取
得
︑
お
よ
び
ト

ラ
ッ
ク
運
送
事
業
に
関
す
る

知
識
習
得
の
た
め
の
講
習
等

を
無
料
で
提
供
︒
全
ト
協
で

は
︑
運
転
免
許
取
得
支
援
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
修
了
し
た
ト
ラ

ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
志
望
者
と
︑

求
人
の
あ
る
事
業
者
と
の
マ

ッ
チ
ン
グ
に
よ
り
︑
正
社
員

と
し
て
の
採
用
を
支
援
し
て

い
る
（
令
和
４
年
度
ま
で
実

施
）︒

　

同
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
で
は
︑

同
プ
ロ
グ
ラ
ム
特
設
ペ
ー
ジ
へ

の
求
人
情
報
の
登
録
方
法
な

ど
を
解
説
︒
会
員
事
業
者
に

対
し
て
︑
同
事
業
を
活
用
し

て
の
人
材
確
保
を
呼
び
か
け

る
も
の
と
な
っ
て
い
る
︒

　

な
お
︑
同
リ
ー
フ
レ
ッ
ト

は
︑今
号
の﹃
広
報
と
ら
っ
く
﹄

に
同
封
し
て
い
る
︒

委
員
長
に
田
中
亨
副
会
長
が

就
任

第
71
回
「
広
報
委
員
会
」

　

８
月
30
日
︑
第
71
回
﹁
広

報
委
員
会
﹂（
田
中
亨
委
員

長
）
が
︑
名
古
屋
マ
リ
オ
ッ

ト
ア
ソ
シ
ア
ホ
テ
ル
に
て
開

催
さ
れ
た
︒

　

会
議
冒
頭
に
行
わ
れ
た
正

副
委
員
長
の
選
任
で
は
︑
委

員
長
に
田
中
亨
委
員
（
全
日

本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
副
会
長
・

滋
賀
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
会

長
）を
選
任
し
た
︒
そ
の
後
︑

副
委
員
長
に
小
林
和
男
委
員

（
全
ト
協
副
会
長
・
新
潟
県

ト
協
会
長
）︑佐
次
田
朗
委
員

（
沖
縄
県
ト
協
会
長
）
を
選

任
し
た
︒

　

議
事
で
は
︑
令
和
３
年
度

広
報
事
業
の
展
開
や
﹁
ト
ラ

ッ
ク
の
日
﹂
全
国
統
一
広
報

事
業
に
つ
い
て
協
議
︑
承
認

し
た
︒
ま
た
︑
３
年
度
﹁
ト

ラ
ッ
ク
の
日
﹂
ポ
ス
タ
ー
を

選
定
（
関
連
８
面
）
し
た
ほ

か
︑
飲
酒
運
転
の
根
絶
に
係

る
啓
発
ポ
ス
タ
ー
を
﹃
広
報

と
ら
っ
く
﹄
に
同
封
し
︑
会

員
事
業
者
へ
啓
発
を
行
う
と

と
も
に
︑
各
労
働
組
合
お
よ

び
都
道
府
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会

な
ら
び
に
全
国
の
ト
ラ
ッ
ク

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
送
付
す
る

こ
と
等
に
つ
い
て
承
認
し
た
︒

職
務
分
析
・
職
務
評
価

を
活
用
し
た
コ
ン
サ
ル
テ
ィ

ン
グ
希
望
企
業
を
募
集

同
一
労
働
同
一
賃
金
に
対
応

　

厚
生
労
働
省
で
は
現
在
︑

職
務
分
析
・
職
務
評
価
を
活

用
し
た
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ

サ
ー
ビ
ス
を
希
望
す
る
企
業

を
募
集
し
て
い
る
︒

　

令
和
３
年
４
月
か
ら
パ
ー

ト
タ
イ
ム
・
有
期
雇
用
労
働

法
が
全
面
施
行
と
な
っ
た
こ

と
に
伴
い
︑
厚
労
省
で
は
︑

均
等
・
均
衡
待
遇
の
確
保

（
同
一
労
働
同
一
賃
金
）
へ

の
対
応
に
向
け
︑
基
本
給
に

関
す
る
職
務
分
析
・
職
務
評

価
を
活
用
し
た
コ
ン
サ
ル
テ

ィ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
（
利
用
料

無
料
）
を
提
供
︒

　

同
サ
ー
ビ
ス
で
は
︑
職
務

分
析
・
職
務
評
価
の
専
門
知

識
を
も
っ
た
職
務
評
価
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
が
全
国
の
企
業

に
訪
問
し
︑
正
社
員
と
パ
ー

ト
タ
イ
ム
労
働
者
・
有
期
雇

用
労
働
者
と
の
間
の
基
本
給

に
関
す
る
均
等
・
均
衡
待
遇

の
状
況
を
確
認
す
る
こ
と
が

で
き
る
︒
な
お
︑
今
年
度
は

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
の
観
点
か
ら
︑
原
則

Ｗ
Ｅ
Ｂ
会
議
形
式
に
よ
る
オ

ン
ラ
イ
ン
で
の
実
施
を
予
定

し
て
い
る
︒

　

申
し
込
み
等
の
詳
細
は
︑

﹁
職
務
分
析
・
職
務
評
価
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
育
成
事
業
特

設
サ
イ
ト
﹂
に
掲
載
︒﹁
企

業
担
当
者
向
け
﹂
ペ
ー
ジ
内

﹁
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
紹
介
﹂

か
ら
︑ユ
ー
ザ
ー
登
録
の
上
︑

申
し
込
む
こ
と
が
で
き
る
︒

 

「
社
会
変
革
と
物
流
脱
炭

素
化
を
同
時
実
現
す
る
先

進
技
術
導
入
促
進
事
業
」

３
次
公
募
を
開
始Ｌ

Ｅ
Ｖ
Ｏ

　

 

（
一
財
）
環
境
優
良
車
普

及
機
構
（
Ｌ
Ｅ
Ｖ
Ｏ
）
で
は

現
在
︑
令
和
３
年
度
﹁
社
会

変
革
と
物
流
脱
炭
素
化
を
同

時
実
現
す
る
先
端
技
術
導
入

促
進
事
業
﹂
補
助
申
請
を
受

け
付
け
て
い
る
︒

　

補
助
対
象
と
な
る
事
業
は
︑

﹁
自
立
型
ゼ
ロ
エ
ネ
ル
ギ
ー

倉
庫
モ
デ
ル
促
進
事
業
﹂︑

﹁
過
疎
地
域
等
に
お
け
る
無

人
航
空
機
を
活
用
し
た
物
流

実
用
化
事
業
﹂︒
公
募
期
間

は
９
月
30
日
㈭
17
時
ま
で
︒

　

詳
細
は
︑
Ｌ
Ｅ
Ｖ
Ｏ
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
参
照
の
こ
と
︒

（
９
月
15
日
〜
30
日
）

▽
９
月
21
日

・
第
17
回
経
営
改
善
・
情
報
化
委
員
会

▽
９
月
24
日

・
女
性
部
会
全
国
研
修
会

▽
９
月
27
日

・
第
55
回
適
正
化
事
業
委
員
会

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
等
に
伴
い
食
堂
施
設

等
の
運
営
時
間
を
短
縮

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
等
に
伴
い
︑
食
堂
施
設

等
の
運
営
時
間
を
短
縮
し
て
い

る
︒

　

各
Ｔ
Ｓ
の
運
営
時
間
の
詳
細

に
つ
い
て
は
︑
全
ト
協
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
参
照
の
こ
と
︒

Ｔ
Ｓ
（
ト
ラ
ッ
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
）情
報

ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
か
ら
の

　
　

 　
  

要
望
事
項
を
説
明

自
民
党
「
物
流
調
査
会
」
に
出
席

ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル

ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
（
官
公
庁
ニ
ュ
ー
ス
等
）

（
官
公
庁
ニ
ュ
ー
ス
等
）

自
然
災
害
対
応
の
視
点

を
評
価
に
取
り
込
み
へ

「
運
輸
安
全
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

制
度
」
一
部
改
正

　

国
土
交
通
省
は
８
月
31
日

付
で
︑﹁
自
動
車
運
送
事
業

者
に
お
け
る
運
輸
安
全
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
等
の
実
施
に
つ
い

て
﹂
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
通

達
を
発
出
し
た
︒

　

今
回
の
改
正
で
は
︑
令
和

２
年
７
月
に
公
表
さ
れ
た

﹁
運
輸
防
災
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

指
針
﹂
を
踏
ま
え
︑
自
然
災

害
対
応
の
視
点
を
評
価
に
取

り
組
む
措
置
お
よ
び
認
定
セ

ミ
ナ
ー
に
﹁
防
災
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
セ
ミ
ナ
ー
﹂
を
位
置
付

け
る
︒
ま
た
︑
地
方
運
輸
局

が
地
元
の
運
輸
事
業
者
と

﹁
顔
の
見
え
る
関
係
﹂
を
築

く
観
点
か
ら
︑
本
省
と
地
方

運
輸
局
の
評
価
対
象
事
業
者

の
担
当
区
分
を
表
の
通
り
見

直
し
た
︒
さ
ら

に
︑
運
輸
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
評
価

の
安
全
管
理
規

程
の
義
務
づ
け

外
事
業
者
へ
の

地
方
運
輸
局
評

価
の
対
象
に
︑

災
害
対
策
基
本

法
に
基
づ
く
指

定
地
方
公
共
機

関
の
事
業
者
を

追
加
し
た
︒

表 本省と地方局の評価対象事業者の担当区分の新旧
新 旧

本　省 トラック：500 両以上 同：300 両以上
地方局 同：200 ～ 500 両未満 同：200 ～ 300 両未満

10月9日に「TRUCK FES」を開催10月9日に「TRUCK FES」を開催
福岡県ト協公式チャンネルで生配信福岡県ト協公式チャンネルで生配信

　福岡県トラック協会（眞鍋博俊会長）は、「トラ
ックの日」である10月9日の18 時から21 時まで、
YouTube の同協会オフィシャルチャンネルで、生
配信イベント「TRUCK FES」を開催する。内容
は、全国のトラック運送業界の紹介動画の放映や
アーティストによる応援ライブなどで、全日本トラッ
ク協会の坂本克己会長、国土交通省自動車局の
秡川直也局長の応援メッセージなども予定されてい
る。

・YouTube 福岡県トラック
　協会公式チャンネル

問い合わせ：福岡県トラック
協会総務部総務課
（TEL：092-451-7841）

自民党「物流調査会」（8月26日、自民党本部）

第71回「広報委員会」（8月30日、名古屋マリオッ
トアソシアホテル）

「
標
準
的
な
運
賃
計
算
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
」
提
供
を
開
始

Ｗ
Ｅ
Ｂ
版
と
ア
プ
リ
版
の
２
種
類

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク

協
会
は
こ
の
ほ
ど
︑
日

本
貨
物
運
送
協
同
組

合
連
合
会
（
日
貨
協

連
）
の
協
力
に
よ
り
︑

﹁
標
準
的
な
運
賃
計

算
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
﹂
の

提
供
を
開
始
し
た
︒

　

同
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
で

は
︑
パ
ソ
コ
ン
で
の
利

用
を
想
定
し
た
Ｗ
Ｅ

Ｂ
版（
二
次
元
コ
ー
ド
）

と
︑
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

で
利
用
可
能
な
ア
プ
リ
版
（Google
版
︑Apple

版
）
の

２
種
類
を
用
意
し
て
い
る
（
と
も
に
会
員
専
用
）︒

﹁
距
離
制
運
賃
﹂
に
つ
い
て
は
︑
地
域
︑
車
種
︑
距
離
を

入
力
す
る
と
︑自
動
的
に
標
準
的
な
運
賃
の
計
算
が
可
能
︒

　

ま
た
︑﹁
時
間
制
運
賃
﹂
の
場

合
は
︑
地
域
︑
車
種
︑
距
離
に

加
え
て
時
間
を
入
力
す
る
こ
と

で
︑自
動
的
に
時
間
制
区
分
（
８

時
間
制
ま
た
は
４
時
間
制
）
を

判
別
し
た
上
で
︑
基
礎
額
と
時

間
加
算
額
︑
距
離
加
算
額
︑
合

計
額
が
計
算
さ
れ
る
（
写
真
）︒

「標準的な運賃計算シミュレータ」
WEB版
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ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
（
官
公
庁
ニ
ュ
ー
ス
等
）

ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
（
官
公
庁
ニ
ュ
ー
ス
等
）

医療機器認証番号：231ABBZX00007000
医療機器分類：管理医療機器 特定保守管理医療機器

商品型式：HBP-9030

HBP-9030

腕
を
奥
ま
で
入
れ
て

く
だ
さ
い

https://www.nikka-net.or.jp　FAX.03-3355-2037
ご注文は日貨協連のホームページまたはファクスからお申し込みください。
製品についてのお問い合わせは日貨協連まで　TEL.03-3355-2031

令和
３年度
令和
３年度

【お求めやすい新価格】
販売価格 ￥99,880円（税込）

安全運転や生活習慣改善に、高血圧予防には日々測定が重要です

2021/09/10　11:22

正確測定Navi
1. 腕を奥まで入れる
2. 体を横に向ける
3. 背筋をのばす

● 体動がありました
● 再測定してください

● リラックスした状態で測定してください
● 動いたり、お喋りしたりしないでください

健康起因による事故予防対策の一環にご活用を

　
　
　
　

︻
解
説
︼
ま
ず
︑
最
初
に
お
さ
ら
い

で
す
が
︑
労
基
法
第
24
条
で
は
︑
賃

金
は
︑
原
則
と
し
て
①
通
貨
で
（
通

貨
払
い
）︑
②
直
接
労
働
者
に
（
直

接
払
い
）︑
③
そ
の
全
額
を
（
全
額
払

　

労
働
基
準
法
第
24
条
で
定
め
ら

れ
て
い
る
賃
金
の
「
直
接
払
い
の
原

則
」
に
つ
い
て
、
基
本
的
な
考
え
方

を
お
聞
き
し
ま
す
。
直
接
払
い
の

例
外
と
し
て
、
相
手
が
労
働
者
本

人
の
「
使
者
」
で
あ
れ
ば
支
払
っ
て

も
よ
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
な
ぜ

「
代
理
人
」
で
は
だ
め
な
の
で
し
ょ

う
か
。
両
者
の
違
い
が
よ
く
分
か
り

ま
せ
ん
。
弊
社
で
は
、
ア
ル
バ
イ
ト

に
賃
金
を
現
金
で
手
渡
し
て
お
り
、

も
し
か
し
て
そ
の
よ
う
な
ケ
ー
ス
も

出
て
く
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
、

お
尋
ね
す
る
次
第
で
す

 第233回 

賃金直接払いの例
外、使者と代理人の

違いは
い
）︑④
毎
月
１
回
以
上（
毎
月
払
い
）︑

⑤
一
定
期
日
を
定
め
て
（
一
定
期
日

払
い
）
︱
︱
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
︒
こ
れ
が
︑

よ
く
い
わ
れ
る
﹁
賃
金
支
払
い
の
５

原
則
﹂
で
す
︒

　

ご
質
問
で
は
︑
②
の
直
接
払
い
の

原
則
が
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
が
︑

も
と
も
と
同
原
則
は
︑
か
つ
て
横
行

し
て
い
た
親
方
や
職
業
仲
介
人
の
代

理
受
領
に
よ
る
中
間
搾
取
や
︑
親
権

者
が
年
少
者
の
賃
金
を
奪
う
等
の
旧

来
の
弊
害
を
除
去
す
る
た
め
︑
同
法

第
59
条
（
親
権
者
の
代
理
受
領
の
禁

止
）
と
と
も
に
︑
民
法
の
委
任
︑
代

理
等
の
規
定
の
特
例
を
設
け
た
も
の

で
す
︒
こ
の
点
︑
厚
生
労
働
省
の
行

政
解
釈
は
﹁
労
働
者
の
親
権
者
そ
の

他
の
法
定
代
理
人
に
支
払
う
こ
と
︑

労
働
者
の
委
任
を
受
け
た
任
意
代
理

人
に
支
払
う
こ
と
は
︑
い
ず
れ
も
本

条
違
反
と
な
り
︑
労
働
者
が
第
三
者

に
賃
金
受
領
権
限
を
与
え
よ
う
と
す

る
委
任
︑
代
理
等
の
法
律
行
為
は
無

効
で
あ
る
﹂
と
明
確
に
述
べ
て
い
ま
す

（
昭
和
63
年
３
月
︑
基
発
第
１
５
０

号
）︒

　

し
か
し
︑
一
方
で
﹁
た
だ
し
︑
使

者
に
対
し
て
賃
金
を
支
払
う
こ
と
は

差
し
支
え
な
い
﹂（
同
）
と
し
て
い

ま
す
︒
そ
れ
で
は
︑
こ
の
﹁
使
者
﹂

と
は
ど
の
よ
う
な
者
を
い
い
︑
支
払

い
が
禁
じ
ら
れ
て
い
る
﹁
代
理
人
﹂

等
と
ど
う
違
う
の
で
し
ょ
う
か
︒
そ

の
違
い
を
実
際
上
︑
区
別
す
る
こ
と

は
困
難
な
場
合
が
多
い
と
思
わ
れ
ま

す
が
︑
通
常
︑
使
者
は
本
人
の
決
定

し
た
意
思
を
単
に
そ
の
ま
ま
相
手
方

に
表
示
す
る
だ
け
で
あ
る
の
に
対
し
︑

代
理
人
は
法
定
代
理
人
あ
る
い
は
任

意
代
理
人
と
し
て
︑
代
理
権
の
範
囲

で
自
ら
意
思
を
決
定
し
表
示
す
る
こ

と
が
で
き
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
︒
し

た
が
っ
て
︑
本
人
の
意
思
や
要
望
が

そ
の
ま
ま
伝
え
ら
れ
︑
実
行
さ
れ
る

か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
が
ポ
イ
ン
ト

に
な
り
ま
す
︒
そ
し
て
︑
そ
の
結
果
︑

賃
金
を
労
働
者
本
人
に
支
払
う
の
と

同
一
の
効
果
を
生
じ
る
こ
と
が
必
要

で
す
︒
具
体
的
に
は
︑
労
働
者
本
人

が
病
気
や
け
が
で
欠
勤
し
て
い
る
と

き
に
︑
生
計
を
一
に
し
て
い
る
同
居

の
家
族
︑
つ
ま
り
妻
や
子
等
が
代
わ

り
に
賃
金
を
受
け
取
り
に
来
た
よ
う

な
場
合
が
想
定
さ
れ
ま
す
︒
も
ち
ろ

ん
︑
そ
れ
が
労
働
者
本
人
の
意
思
・

要
望
で
あ
る
こ
と
や
︑
取
り
に
来
た

妻
子
等
が
本
人
で
あ
る
か
ど
う
か
の

確
認
は
︑
電
話
連
絡
等
何
ら
か
の
手

段
で
行
う
必
要
が
あ
る
で
し
ょ
う
︒

　

な
お
︑
仮
に
間
違
っ
て
労
働
者
の

代
理
人
に
賃
金
を
支
払
っ
た
場
合
に

は
︑
労
基
法
第
24
条
違
反
の
刑
事
責

任
は
負
わ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
も
の

の
︑
代
理
人
が
賃
金
を
本
人
に
渡
せ

ば
賃
金
支
払
い
の
民
事
的
効
果
は
そ

の
範
囲
で
有
効
と
さ
れ
ま
す
が
︑
渡

さ
な
い
場
合
は
︑
本
人
か
ら
請
求
が

あ
れ
ば
使
用
者
は
そ
れ
に
応
じ
︑
二

重
払
い
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
︒

Ａ�

本
人
へ
の
支
払
い
と
同
一

の
効
果
か
ど
う
か
で
判
断

物流ジャーナリスト　森田 富士夫

　

最
近
は﹁
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
化
﹂

と
い
う
言
葉
を
聞
く
︒
実
際
に
ブ

ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
化
に
取
り
組
ん
で

い
る
事
業
者
も
い
る
︒

　

都
内
の
あ
る
事
業
者
（
保
有
車

両
数
約
10
台
）
は
︑
４
年
後
の
竣

工
で
︑
本
社
を
多
目
的
な
物
流
施

設
に
建
て
替
え
る
計
画
を
進
め
て

い
る
︒
新
施
設
で
は
︑
地
元
固
有

の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
応
え
る
よ

う
な
機
能
も
備
え
る
予
定
だ
︒
同

社
の
所
在
地
は
都
内
の
湾
岸
エ
リ

ア
な
の
で
︑
近
隣
に
は
高
層
マ
ン

シ
ョ
ン
の
住
人
や
単
身
者
も
多
い
︒

そ
こ
で
︑﹁
新
し
い
施
設
で
は
ラ
ン

ナ
ー
ズ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
や
コ
イ
ン
ラ

ン
ド
リ
ー
な
ど
の
設
置
も
計
画
し

て
い
る
﹂
と
い
う
︒
ラ
ン
ニ
ン
グ

す
る
人
た
ち
が
多
い
の
で
憩
い
の

場
を
提
供
し
た
り
︑
洗
濯
も
の
を

ベ
ラ
ン
ダ
に
干
し
た
く
な
い
と
い

う
ニ
ー
ズ
な
ど
も
あ
る
か
ら
だ
︒

ま
た
﹁
車
両
の
出
入
り

が
比
較
的
少
な
い
土
日

や
祝
祭
日
に
は
駐
車
ス

ペ
ー
ス
の
一
部
を
マ
ル
シ

ェ
（
市
場
）
と
し
て
開

放
し
︑
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

の
場
を
提
供
﹂
す
る
構

想
も
あ
る
︒
こ
の
よ
う

な
取
り
組
み
を
通
し
て

地
元
に
お
い
て
知
名
度

を
高
め
︑
地
域
の
人
た
ち
の
生

活
に
密
着
し
た
新
サ
ー
ビ
ス
へ

の
進
出
を
図
る
考
え
だ
︒

　

あ
る
地
方
の
中
小
事
業
者

（
保
有
車
両
数
30
台
）
は
最

近
︑
他
社
と
の
差
別
化
を
図
る

必
要
性
を
強
く
感
じ
て
い
る
︒

そ
こ
で
同
社
で
は

﹁
〇
〇
の
△
△

運
送
﹂
と
い
う

ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ

化
を
考
え
て
い

る
︒﹁
○
○
の
と

こ
ろ
で
今
後
の

企
業
の
方
向
性

や
コ
ン
セ
プ
ト

を
表
し
て
︑
分

か
り
や
す
く
親

し
み
や
す
い
企

業
イ
メ
ー
ジ
に

す
る
﹂と
い
う
︒

同
時
に
︑
他
社

と
の
差
別
化
を

図
る
の
で
あ
る
︒

同
社
は
︑
例
え

ば
地
元
企
業
の
商
品
の
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
販
売
サ
ポ
ー
ト
な

ど
︑
こ
れ
ま
で
も
地
場
産
業
と

強
い
関
係
を
築
い
て
き
た
︒
こ

の
よ
う
な
地
域
密
着
を
よ
り
一

層
強
め
る
た
め
︑
ブ
ラ
ン
デ
ィ

ン
グ
化
を
図
る
考
え
だ
︒

　

大
都
市
近
郊
の
あ
る
事
業
者

（
保
有
車
両
数
１
１
０
台
）
は
３

年
前
の
３
月
に
保
育
園
を
開
設

し
︑
さ
ら
に
今
年
３
月
に
は
第
２

保
育
園
を
オ
ー
プ
ン
し
た
︒
50
年

以
上
に
わ
た
っ
て
運
送
事
業
を
行

っ
て
き
た
が
︑﹁
こ
れ
か
ら
は
生
活

や
働
き
方
も
変
わ
っ
て
く
る
︒
物

流
を
ベ
ー
ス
に
︑
地
域
住
民
の
生

活
に
密
着
し
た
新
サ
ー
ビ
ス
を
創

造
し
経
営
の
も
う
１
つ
の
柱
に
し

た
い
﹂
と
考
え
て
い
る
︒
例
え
ば

古
い
団
地
に
は
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が

な
く
︑
高
齢
化
し
た
住
民
か
ら
は

﹁
ゴ
ミ
出
し
代
行
﹂
の
要
望
が
あ

る
︒
そ
こ
か
ら
さ
ら
に
﹁
買
い
物

代
行
﹂
な
ど
に
も
サ
ー
ビ
ス
を
拡

大
で
き
る
可
能
性
が
あ
る
︒
だ
が
︑

中
小
事
業
者
の
知
名
度
は
低
い
︒

﹁
地
域
住
民
の
生
活
に
密
着
し
た

物
流
サ
ー
ビ
ス
に
参
入
す
る
に
は

ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
か
ら
入
る
必
要

が
あ
る
﹂︒
そ
の
１
つ
が
保
育
園
事

業
だ
︒
第
１
保
育
園
は
４
年
目
に

入
り
︑﹁
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
口
コ
ミ
で
︑

子
育
て
中
の
お
母
さ
ん
方
に
徐
々

に
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き

た
﹂︒
そ
こ
で
７
月
に
は
︑
保
育
園

で
園
児
を
対
象
に
初
め
て
イ
ベ
ン

ト
を
開
催
︒
コ
ロ
ナ
が
終
息
し
た

ら
︑
交
通
安
全
教
室
の
開
催
な
ど

も
考
え
て
い
る
と
い
う
︒

第
285
回

中小事業者のブランディング化

　

国
土
交
通
省
は
８
月
26

日
︑
令
和
４
年
度
予
算
概
算

要
求
概
要
を
公
表
し
た
︒

　

同
概
算
要
求
で
は
︑﹁
国

民
の
安
全
・
安
心
の
確
保
﹂︑

﹁
社
会
経
済
活
動
の
確
実
な

回
復
と
経
済
好
循
環
の
加
速

・
拡
大
﹂︑﹁
豊
か
で
活
力
あ

る
地
方
創
り
と
分
散
型
の
国

づ
く
り
﹂
の
３
点
に
重
点
を

置
き
︑取
り
組
む
と
し
て
い
る
︒

　

予
算
概
算
要
求
額
は
︑
一

般
会
計
６
兆
９
３
４
９
億
円

（
う
ち
﹁
新
た
な
成
長
推
進

枠
﹂
１
兆
５
９
８
９
億
円
）︑

東
日
本
大
震
災
復
興
特
別
会

計
３
８
０
億
円
︑
財
政
投
融

資
１
兆
７
６
３
４
億
円
︒

　

ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
関
連

の
要
求
内
容
と
し
て
は
︑﹁
災

害
時
に
お
け
る
人
流
・
物
流

の
確
保
﹂（
５
７
７
１
億
円
）︑

﹁
通
学
路
の
合
同
点
検
等
を

踏
ま
え
た
交
通
安
全
対
策
の

推
進
﹂（
２
２
６
５
億
円
）︑﹁
効

率
的
な
物
流
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
強
化
﹂（
４
３
６
９
億
円
）︑

﹁
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ

ー
メ
ー
シ
ョ
ン
の
推
進
﹂（
70

億
円
）︑﹁
建
設
業
︑運
輸
業
︑

海
運
・
造
船
業
︑
宿
泊
・
観

光
業
に
お
け
る
人
材
確
保
・

育
成
﹂（
38
億
円
）
な
ど
︒

 

「
中
継
輸
送
の
取
組
事
例
」

を
運
送
事
業
者
等
か
ら
募
集

ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
の

働
き
方
改
革
実
現
に
向
け
て

　

国
土
交
通
省
で
は
現
在
︑

中
継
輸
送
の
取
り
組
み
事
例

を
募
集
し
て
い
る
︒

　

平
成
30
年
７
月
に
公
布
さ

れ
た
﹁
働
き
方
改
革
を
推
進

す
る
た
め
の
関
係
法
律
の
整

備
に
関
す
る
法
律
﹂
で
は
︑

長
時
間
労
働
の
是
正
を
図
る

観
点
か
ら
︑
時
間
外
労
働
に

つ
い
て
罰
則
付
き
の
上
限
規

制
が
導
入
さ
れ
る
こ
と
と
な

り
︑
自
動
車
運
転
業
務
に
つ

い
て
も
令
和
６
年
４
月
１
日

か
ら
年
９
６
０
時
間
の
上
限

規
制
が
適
用
さ
れ
る
︒
上
限

規
制
を
遵
守
し
な
が
ら
現
在

と
同
水
準
の
物
流
を
確
保
す

る
た
め
に
は
︑
生
産
性
向
上

や
長
時
間
労
働
の
改
善
な
ど

と
い
っ
た
働
き
方
改
革
に
向

け
た
取
り
組
み
を
速
や
か
に

実
施
す
る
必
要
が
あ
る
︒

　

国
交
省
で
は
︑
働
き
方
改

革
に
繋
が
る
中
継
輸
送
の
取

り
組
み
事
例
を
広
く
募
集

し
︑
事
例
集
と
し
て
周
知
す

る
こ
と
に
よ
り
︑
中
継
輸
送

の
さ
ら
な
る
普
及
促
進
を
図

り
た
い
と
し
て
い
る
︒

　

募
集
対
象
者
は
︑
中
継
輸

送
を
実
施
し
て
い
る
運
送
事

業
者
な
ど
︒
募
集
期
間
は
４

年
２
月
末
ま
で
︒
応
募
に
関

す
る
詳
細
は
︑
国
交
省
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
参
照
の
こ
と
︒

 

対
象
時
期
見
直
し
、
自
家

用
車
の
管
理
厳
格
化
な
ど

実
施

繁
忙
期
有
償
運
送
通
達
を

一
部
改
正

　

国
土
交
通
省
は
８
月
26

日
︑
通
達
﹁
年
末
年
始
及
び

夏
期
等
繁
忙
期
に
お
け
る
ト

ラ
ッ
ク
輸
送
対
策
に
つ
い
て
﹂

を
一
部
改
正
し
︑
９
月
１
日

か
ら
適
用
し
た
︒

　

同
通
達
は
︑
輸
送
需
要
が

極
端
に
増
大
し
︑
事
業
用
自

動
車
の
み
で
は
輸
送
力
の
確

保
が
困
難
と
な
る
年
末
︑
夏

期
等
の
繁
忙
期
に
限
り
︑
許

可
を
得
た
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事

業
者
が
運
行
・
労
務
管
理
な

ど
の
安
全
指
導
を
行
う
こ
と

を
前
提
に
︑
自
家
用
車
の
活

用
を
例
外
的
に
許
可
す
る
も

の
︒
今
改
正
は
︑
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
通
販
事
業
等
に
よ
る

宅
配
貨
物
量
の
変
化
を
踏
ま

え
︑
対
象
時
期
を
見
直
す
と

と
も
に
︑
申
請
手
続
き
の
合

理
化
︑
使
用
さ
れ
る
自
家
用

車
の
管
理
の
厳
格
化
を
図
る

た
め
に
実
施
さ
れ
た
︒

　

な
お
︑
改
正
の
概
要
は
表

の
通
り
︒

 

Ａ
Ｉ
・
Ｉｏ
Ｔ
等
新
技
術
の

導
入
を
支
援

「
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
全
体
の

輸
送
効
率
化
推
進
事
業
」

　

国
土
交
通
省
で
は
現
在
︑

令
和
３
年
度
﹁
新
技
術
を
用

い
た
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
全

体
の
輸
送
効
率
化
推
進
事
業

（
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
連
携

事
業
）﹂
２
次
公
募
を
行
っ
て

い
る
︒

　

同
事
業
は
︑
発
荷
主
・
輸

送
事
業
者
・
着
荷
主
等
が
連

携
計
画
を
策
定
し
︑Ａ
Ｉ（
人

工
知
能
）
や
Ｉ
ｏ
Ｔ
（
モ
ノ

の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
）
等
の

新
技
術
の
導
入
に
よ
り
︑
サ

プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
全
体
の
効

率
化
を
図
る
取
り
組
み
を
支

援
す
る
も
の
︒
同
計
画
に
位

置
付
け
ら
れ
た
︑﹁
発
荷
主

・
輸
送
事
業
者
・
着
荷
主
等

の
連
携
に
必
要
な
共
通
シ
ス

テ
ム
に
要
す
る
経
費
﹂︑﹁
共

通
シ
ス
テ
ム
と
関
連
す
る
輸

送
効
率
化
機
器
の
導
入
に
要

す
る
経
費
﹂
の
２
分
の
１
を

補
助
す
る
︒

　

申
請
期
間
は
10
月
６
日
㈬

ま
で
︒
申
請
に
関
す
る
詳
細

は
︑
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ツ
㈱
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

参
照
の
こ
と
︒

 

申
請
受
付
期
間
を
10
月
15

日
ま
で
延
長

働
き
や
す
い
職
場
認
証
制
度

　
（
一
財
）
日
本
海
事
協
会

は
９
月
９
日
︑
２
０
２
１
年

度
働
き
や
す
い
職
場
認
証
制

度
﹁
一
つ
星
﹂
の
申
請
受
付

期
間
を
︑
10
月
15
日
㈮
ま
で

延
長
す
る
と
発
表
し
た
︒

　

同
認
証
の
申
請
受
付
期
間

は
︑
当
初
は
９
月
21
日
ま
で

だ
っ
た
が
︑
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
感
染
拡
大
の

状
況
等
を
考
慮
し
︑
申
請
受

付
期
間
を
延
長
す
る
こ
と
と

し
た
︒

　

申
請
締
め
切
り
は
︑
電
子

申
請
（
全
て
電
子
・
一
部
電

子
）
の
場
合
は
10
月
15
日
17

時
ま
で
︑
紙
申
請
（
郵
送
）

の
場
合
は
同
日
必
着
と
な
る
︒

　

詳
細
は
︑
同
認
証
制
度
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参
照
の
こ
と
︒

　国土交通省では、長距離輸送を担うトラックドライバーの長時間労働を
抑制し、人員不足を解決する「中継輸送」の更なる普及を図ることとし
ております。
　そこで、中継輸送の実施状況や、実施に向けた課題・障壁を明らか
にするため、トラック協会の会員企業を対象に、アンケート調査を実施し
ます。
　アンケートは、事業委託先である、株式会社富士
通総研のホームページにて、ご回答ください。
　以下のURLまたは右のQRコードからアクセスいた
だき、ご回答ください。
https://www.fujitsu.com/jp/group/fri/
resources/events/other/chukei-research.html

回答受付期間：9月1日（水）～ 10月15日（金）17時まで

●�設問は３問で簡単に回答いただけます（所要1分程度）。

◇問い合わせ先：
　中継輸送調査事務局　株式会社富士通総研
　　��担当：沖原・亀廼井（かめのい）・田村�
　　　メール：fri-chukei-survey@dl.jp.fujitsu.com

国交省

「中継輸送の実施状況に関するアンケート調査」「中継輸送の実施状況に関するアンケート調査」
Webアンケートへのご協力をお願いしますWebアンケートへのご協力をお願いします

表　改正概要
① 輸送需要の実態を踏まえ、繁忙期の期間設定を見直し（春期

繁忙期の追加等）
②許可申請主体は、運送需要者からの申請（代理申請）のみ
③ 申請は年初１回で足り、その年の運送実績を翌年２月末まで

に報告書として提出
④有償運送使用可能台数は保有車両数の範囲内に限る
⑤自家用車１台当たり年間 90 日を上限として使用可
⑥ 悪質な違反行為または社会的影響のある事故を引き起こした

場合等は、翌年の許可を受けられない

一
般
会
計
約
７
兆
円
を
要
求

令
和
４
年
度
予
算
概
算
要
求
概
要
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わ
が
国
で
は
近
年
︑
自
然
災
害
が
頻
発

化
・
激
甚
化
し
て
お
り
︑
毎
年
の
よ
う
に

自
然
災
害
に
伴
う
深
刻
な
被
害
に
見
舞
わ

れ
て
い
ま
す
︒

　
﹁
生
活
（
く
ら
し
）
と
経
済
の
ラ
イ
フ

ラ
イ
ン
﹂
で
あ
る
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者

に
は
︑
自
然
災
害
発
生
時
に
お
い
て
も
︑

わ
が
国
の
物
流
を
維
持
す
る
と
い
う
重
要

な
役
割
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
︒
自
然
災

害
発
生
時
に
お
い
て
も
事
業
を
継
続
し
て

い
く
た
め
に
は
︑
各
運
送
事
業
者
の
自
然

災
害
へ
の
対
応
力
向
上
が
求
め
ら
れ
て
き

ま
す
︒

　

そ
こ
で
本
特
集
で
は
︑
そ
れ
ぞ
れ
の
事

業
所
の
﹁
防
災
力
﹂
を
高
め
︑
事
業
継
続
に
繋

げ
て
い
く
た
め
の
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
紹
介
し

て
い
き
ま
す
︒

　

今
回
は
︑
今
年
８
月
に
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協

会
が
取
り
ま
と
め
︑﹃
広
報
と
ら
っ
く
﹄
９
月

１
日
号
に
同
封
し
た
﹃
中
小
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事

業
者
の
た
め
の
リ
ス
ク
対
策
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
〜

Ｂ
Ｃ
Ｐ
作
成
の
手
引
き
〜
知
識
編
２
０
２
１
﹄

（
二
次
元
コ
ー
ド
）

を
も
と
に
︑
運
送
事

業
者
に
お
け
る
リ
ス

ク
対
策
や
Ｂ
Ｃ
Ｐ
策

定
の
ポ
イ
ン
ト
に
つ

い
て
紹
介
し
ま
す
︒

理
す
る
と
︑
漏
れ
が
な
く
な

る
︒

③ 

代
替
物
や
代
替
手
段
、
事
前

対
策
、
復
旧
対
策
の
検
討

　

経
営
資
源
の
代
替
物
︑
代

替
手
段
︑
減
災
の
た
め
の
事

前
対
策
︑
早
期
復
旧
の
た
め

の
事
後
対
策
を
検
討
す
る
︒

　

例
え
ば
︑﹁
車
両
﹂
と
い

う
経
営
資
源
が
損
傷
し
た
場

合
の
代
替
と
し
て
は
︑﹁
傭

車
の
確
保
﹂︑﹁
緊
急
修
理
に

応
じ
て
く
れ
る
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
業
者
の
手
配
﹂︑﹁
他
の
荷

主
で
使
っ
て
い
る
車
両
の
一
時

的
な
融
通
﹂
な
ど
が
考
え
ら

れ
る
︒
ま
た
﹁
い
つ
も
利
用

し
て
い
る
給
油
施
設
が
被
災

し
て
燃
料
調
達
で
き
な
い
可

能
性
﹂
と
い
う
リ
ス
ク
に
対

し
て
は
︑﹁
普
段
か
ら
調
達

た
こ
と
が
な
け
れ
ば
︑
思
考

や
行
動
が
滞
っ
て
し
ま
う
︒

ま
た
︑
日
頃
か
ら
﹁
リ
ス
ク

を
予
見
す
る
﹂
と
い
う
癖
が

つ
い
て
い
な
い
と
︑
全
て
が

﹁
想
定
外
の
事
態
で
ど
う
し

よ
う
も
な
か
っ
た
﹂
と
い
う

こ
と
に
も
な
り
か
ね
な
い
︒

　

Ｂ
Ｃ
Ｐ
に
は
︑﹁
訓
練
﹂︑

﹁
チ
ェ
ッ
ク
﹂︑﹁
定
期
的
な

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
﹂
が
不
可
欠

で
あ
る
︒

先
を
１
社
に
絞
り
込
ま
ず
︑

常
時
複
数
社
か
ら
仕
入
れ

る
﹂︑﹁
最
低
３
日
間
程
度
は

運
行
で
き
る
だ
け
の
燃
料
を

備
蓄
す
る
﹂︑﹁
緊
急
救
援
物

資
輸
送
に
備
え
て
災
害
対
応

型
給
油
所
の
場
所
を
確
認
し

て
お
く
﹂
︱
︱
と
い
っ
た
対

策
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る

だ
ろ
う
︒

　

な
お
︑
ガ
ソ
リ
ン
や
軽
油

は
危
険
物
で
あ
る
こ
と
か
ら
︑

備
蓄
（
貯
蔵
）
に
つ
い
て
の

制
限
が
あ
る
た
め
︑
事
前
に

確
認
し
て
お
き
た
い
︒

④ 

対
策
に
優
先
順
位
を
付
け

る

　

限
ら
れ
た
時
間
の
中
で
効

果
的
︑
効
率
的
に
取
り
組
む

た
め
に
︑
各
対
策
に
優
先
順

位
を
付
け
る
︒

⑴
教
育
・
訓
練
の
実
施
方
法

と
内
容

　

Ｂ
Ｃ
Ｐ
体
制
︑
具
体
的
対

策
な
ど
の
理
解
の
た
め
の
社

内
講
習
や
防
災
訓
練
は
︑
少

な
く
と
も
年
に
１
回
は
実
施

し
た
い
︒

　

教
育
・
訓
練
で
は
︑
Ｂ
Ｃ

Ｐ
の
理
解
は
当
然
で
は
あ
る

が
︑
特
に
①
Ｂ
Ｃ
Ｐ
発
動
時

の
体
制
と
自
分
の
担
当
・
役

割
の
確
認
︑
②
初
動
時
の
安

否
確
認
の
方
法
に

つ
い
て
の
確
認
︑

③
重
要
業
務
の
緊

急
点
検
訓
練
︱
︱

な
ど
が
ポ
イ
ン
ト

と
な
る
︒

⑵
連
絡
リ
ス
ト
の

メ
ン
テ
ナ
ン
ス

　

社
内
の
Ｂ
Ｃ
Ｐ

担
当
や
従
業
員
の

連
絡
リ
ス
ト
︑
荷

主
や
荷
主
の
担
当

者
リ
ス
ト
は
︑
常

に
最
新
に
し
て
お

く
必
要
が
あ
る
︒

　

少
な
く
と
も
︑

教
育
・
訓
練
時
に

合
わ
せ
て
︑
リ
ス

ト
の
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
を
行
う
よ
う
に

し
た
い
︒

　

自
然
災
害
な
ど
の
緊
急
事

態
は
突
然
発
生
す
る
︒
従
業

員
と
そ
の
家
族
の
安
全
確

保
︑
設
備
・
機
器
の
早
期
復

旧
︑代
替
手
段
の
準
備
な
ど
︑

緊
急
・
非
常
時
に
対
し
て
迅

速
に
対
応
し
︑
取
引
先
や
社

会
か
ら
の
信
頼
を
高
め
︑
事

業
継
続
が
で
き
る
よ
う
な
有

効
な
手
を
打
つ
こ
と
が
重
要

視
さ
れ
て
い
る
︒
緊
急
事
態

に
お
け
る
様
々
な
リ
ス
ク
に

　

運
送
サ
ー
ビ
ス
は
︑
在
庫

の
き
か
な
い
サ
ー
ビ
ス
財
で

あ
る
︒
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業

者
に
と
っ
て
運
送
サ
ー
ビ
ス

を
止
め
る
と
い
う
こ
と
は
︑

す
な
わ
ち
運
送
収
入
の
途

絶
︑
従
業
員
へ
の
賃
金
の
支

Continuity Plan
:
事
業

継
続
計
画
）
策
定
で
あ
る
︒

　

Ｂ
Ｃ
Ｐ
と
は
︑
経
営
資
源

の
損
害
を
最
小
限
に
留
め
︑

重
要
な
事
業
の
継
続
と
早
期

の
復
旧
を
可
能
と
す
る
た
め

に
︑
平
時
か
ら
行
う
べ
き
対

策
や
緊
急
時
に
お
け
る
対

策
︑
代
替
手
段
な
ど
を
事
前

に
取
り
決
め
た
も
の
で
あ
る

送
事
業
者
が
運
送
サ
ー
ビ
ス

を
継
続
さ
せ
る
（
運
送
サ
ー

ビ
ス
を
止
め
な
い
）
た
め
に

ど
ん
な
こ
と
を
す
れ
ば
い
い

の
か
︑
概
観
し
て
い
く
︒

　

作
業
の
流
れ
は
︑
図
１
の

通
り
で
あ
る
︒

① 

重
要
業
務
を
軸
と
し
て
想

像
を
巡
ら
せ
る

　

運
送
サ
ー
ビ
ス
の
場
合
︑

そ
の
重
要
業
務
は
︑①
受
注
︑

②
運
行
管
理
︑
③
配
送
︱
︱

の
３
分
野
（
図
２
）
に
絞
り

込
む
こ
と
が
で
き
る
︒
経
理
︑

総
務
な
ど
も
会
社
運
営
に
は

欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
業

務
で
は
あ
る
が
︑﹁
緊
急
事

態
が
起
こ
っ
た
と
き
に
優
先

的
に
復
旧
さ
せ
る
﹂
の
は
︑

前
述
し
た
コ
ア
と
な
る
﹁
３

つ
の
重
要
業
務
﹂（
以
下
﹁
３

て
動
か
な
い
可
能
性
﹂︑﹁
い

つ
も
利
用
し
て
い
る
給
油
施

設
が
被
災
し
て
燃
料
調
達
で

き
な
い
可
能
性
﹂︑﹁
道
路
が

寸
断
・
封
鎖
さ
れ
て
通
常
の

配
送
ル
ー
ト
を
使
う
こ
と
が

で
き
な
い
可
能
性
﹂︑﹁
パ
ソ

コ
ン
が
転
倒
・
損
傷
し
て
出

荷
指
示
デ
ー
タ
を
取
り
出
せ

な
い
可
能
性
﹂
な
ど
︑
様
々

な
事
態
が
考
え
ら
れ
る
︒

　

経
営
資
源
や
リ
ス
ク
の
洗

い
出
し
で
は
︑﹁
も
し
そ
う
な

っ
た
ら
大
変
だ
﹂
と
い
う
状

況
を
網
羅
的
に
想
定
す
る
こ

と
が
求
め
ら
れ
る
︒
社
内
で

こ
の
想
定
・
列
挙
の
作
業
を

行
う
場
合
は
︑
各
業
務
分
野

の
ス
タ
ッ
フ
に
も
協
力
を
求

め
︑
分
担
し
て
リ
ス
ト
ア
ッ

プ
し
︑
そ
の
後
に
全
体
を
整

①
優
先
順
位
の
考
え
方

　

Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
策
定
作
業
の
過

程
で
は
た
く
さ
ん
の
対
策
が

列
挙
さ
れ
る
が
︑
で
き
る
だ

け
効
果
的
に
対
策
を
打
つ
た

め
に
は
︑
こ
れ
ら
に
優
先
順

位
を
付
け
る
必
要
が
あ
る
︒

　

こ
こ
で
は
︑
最
重
要
と
思

わ
れ
る
リ
ス
ク
の
例
と
対
策

を
表
（
５
面
）
に
示
す
︒
自

社
の
事
業
内
容
を
考
え
合
わ

せ
︑
不
足
す
る
と
思
わ
れ
る

項
目
は
追
加
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
︒
追
加
し
た
項
目
の

優
先
順
位
は
︑
当
該
リ
ス
ク

の
影
響
度
の
大
き
さ
や
復
旧

の
緊
急
度
か
ら
評
価
す
る
︒

　

な
お
︑
影
響
度
や
緊
急
度

は
対
策
の
優
先
順
位
付
け
の

た
め
の
参
考
デ
ー
タ
で
あ
り
︑

必
ず
し
も
厳
密
で
あ
る
必
要

は
な
い
︒

②
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ

　

Ｂ
Ｃ
Ｐ
を
策
定
し
た
だ
け

で
満
足
し
て
は
な
ら
な
い
︒

Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
（
図
３
）
を
繰
り

返
す
こ
と
で
︑
初
め
て
策
定

し
た
計
画
は
活
か
さ
れ
る
︒

③
教
育
・
訓
練
の
実
施

　

Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
書
類
が
あ
っ
て

も
︑
実
際
に
模
擬
訓
練
を
し

対
処
で
き
な
け
れ
ば
︑
取
引

が
継
続
で
き
ず
︑
事
業
が
縮

小
す
る
な
ど
の
危
険
も
想
定

さ
れ
る
︒

　

災
害
な
ど
の
い
か
な
る
緊

急
事
態
が
発
生
し
た
場
合
で

も
︑
運
送
サ
ー
ビ
ス
を
止
め

な
い
︑
も
し
止
ま
っ
て
し
ま
っ

た
と
し
て
も
で
き
る
だ
け
短

時
間
で
復
旧
さ
せ
る
た
め
の

準
備
が
︑
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事

業
者
の
Ｂ
Ｃ
Ｐ
（Business 

払
い
を
は
じ
め
と
し
た
資
金

繰
り
難
に
直
結
す
る
︒
ま
た
︑

運
送
サ
ー
ビ
ス
を
停
止
し
て

い
る
間
に
︑
競
合
他
社
に
取

引
先
を
奪
わ
れ
て
し
ま
う
こ

と
も
想
像
に
難
く
な
い
︒

　

こ
こ
で
は
︑
ト
ラ
ッ
ク
運

業
務
﹂）
と
な
る
︒

　

こ
こ
で
は
中
小
ト
ラ
ッ
ク

運
送
事
業
者
を
想
定
し
︑
３

業
務
を
軸
と
し
て
︑
リ
ス
ク

の
洗
い
出
し
と
︑
業
務
が
中

断
し
た
場
合
の
影
響
の
想
定

を
行
っ
て
い
く
︒

②
リ
ス
ク
の
洗
い
出
し

　
﹁
こ
れ
が
な
け
れ
ば
輸
送
で

き
な
い
﹂︑﹁
こ
う
な
っ
た
ら

運
送
サ
ー
ビ
ス
を
継
続
で
き

な
い
﹂
と
い
う
ボ
ト
ル
ネ
ッ

ク
や
リ
ス
ク
を
︑
３
業
務
ご

と
に
洗
い
出
す
︒

⑴
経
営
資
源
が
使
え
な
い
リ

ス
ク

　

重
要
業
務
の
遂
行
に
必
要

な
経
営
資
源
を
洗
い
出
す
︒

車
両
︑
燃
料
（
業
務
用
の
軽

油
︑
通
勤
用
の
ガ
ソ
リ
ン
）︑

通
信
手
段
︑
電
源
な
ど
は
︑

ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
で
あ
れ

ば
当
然
必
要
と
さ
れ
る
経
営

資
源
で
あ
る
︒
一
方
︑人
（
経

験
や
資
格
な
ど
が
必
要
と
な

る
人
材
）
や
デ
ー
タ
︑
設
備

機
械
な
ど
の
よ
う
に
︑
各
業

務
分
野
に
よ
っ
て
内
容
の
異

な
る
経
営
資
源
も
あ
る
︒

⑵
重
要
業
務
を
中
断
さ
せ
る

リ
ス
ク

　

災
害
等
の
発
生
に
よ
り
３

業
務
が
中
断
す
る
リ
ス
ク
に

は
ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る

の
か
を
想
定
︑
列
挙
す
る
︒

例
え
ば
︑﹁
車
両
が
水
没
し

リスク対策ガイドブック

図 1

図 3

社員に対して教育と訓練を
行う、意識付けを行う

進捗状況を確認・
チェックする

計画をメンテナンス、
更新する

図 2

事
業
者
に
求
め
ら
れ
る
緊
急
時
の
リ
ス
ク
対
策　

Ｂ
Ｃ
Ｐ
を
策
定
し
て
事
業
継
続
・
早
期
復
旧
へ

事
業
者
に
求
め
ら
れ
る
緊
急
時
の
リ
ス
ク
対
策　

Ｂ
Ｃ
Ｐ
を
策
定
し
て
事
業
継
続
・
早
期
復
旧
へ

９月１日は
「防災の日」トラック運送事業者における防災特集トラック運送事業者における防災特集

あ
な
た
の
事
業
所
の
「
防
災
力
」
を
高
め
ま
し
ょ
う
！

あ
な
た
の
事
業
所
の
「
防
災
力
」
を
高
め
ま
し
ょ
う
！  

②②

1 

Ｂ
Ｃ
Ｐ
と
は
？

災
害
時
の
事
業
継
続
・
早
期
復
旧
に
向
け
て

対
策
な
ど
を
事
前
に
取
り
決
め
て
策
定

2 

運
送
サ
ー
ビ
ス
を
継
続
さ
せ
る
た
め
の
事
前
の
準
備

　
「
３
つ
の
重
要
業
務
」
を
守
り
抜
く
た
め
に

リ
ス
ク
の
洗
い
出
し
と
対
策
の
検
討
を

3 

Ｂ
Ｃ
Ｐ
策
定
作
業
の
ポ
イ
ン
ト

で
き
る
こ
と
か
ら
計
画
の
策
定
を

「
訓
練
・
チ
ェ
ッ
ク
・
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
」
を
欠
か
さ
ず
に
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④
リ
ス
ク
を
分
散
さ
せ
る

　

例
え
ば
︑
燃
料
調
達
に
つ

い
て
︑
仕
入
先
を
１
か
所
に

集
中
さ
せ
れ
ば
︑
取
引
量
が

増
え
有
利
な
価
格
で
調
達
で

き
る
か
も
し
れ
な
い
が
︑
も

し
︑
そ
の
仕
入
先
が
被
災
す

る
な
ど
し
て
使
用
で
き
な
く

な
る
と
︑
大
き
な
影
響
を
受

け
て
し
ま
う
︒
あ
る
い
は
︑

業
︑
協
力
運
送
会
社
）︑
業

務
用
資
産
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト

な
ど
の
﹁
Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
部
品
﹂

の
作
成
か
ら
始
め
て
み
て
は

ど
う
だ
ろ
う
か
︒

　

全
ト
協
で
は
︑
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
ひ
な
型（
エ

ク
セ
ル
︑
ワ
ー
ド
で
構
成
）

を
掲
載
し
て
い
る
（
二
次
元

コ
ー
ド
㊤
）︒
こ
の
ひ
な
型
を

　

最
初
は
︑
携
行
カ
ー
ド
︑

持
ち
出
し
品
リ
ス
ト
︑
連
絡

リ
ス
ト
（
従
業
員
︑
荷
主
企

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
︑
自
社
の

実
態
や
デ
ー
タ
を
記
入
す
る

だ
け
で
︑
簡
単
に
Ｂ
Ｃ
Ｐ
を

作
成
す
る
こ
と
が
で
き
る
︒

　

ま
ず
は
取
り
組
み
や
す
い

こ
と
︑
で
き
る
こ
と
か
ら
︑

事
業
継
続
の
た
め
の
準
備
を

進
め
て
み
て
は
い
か
が
だ
ろ

う
か
︒

大
口
荷
主
は
大
変
あ
り
が
た

い
お
客
様
で
あ
る
が
︑
そ
の

荷
主
の
貨
物
し
か
扱
っ
て
い

な
い
た
め
︑
そ
う
し
た
経
営

の
下
で
そ
の
荷
主
の
出
荷
が

止
ま
っ
て
し
ま
っ
た
場
合
︑

深
刻
な
影
響
を
受
け
る
こ
と

に
な
る
︒

　

日
々
の
経
営
で
は
︑
経
営

資
源
等
の
分
散
は
決
し
て
効

率
的
で
な
か
っ
た
り
︑
必
要

性
を
感
じ
な
か
っ
た
り
す
る

か
も
し
れ
な
い
が
︑
こ
れ
ら

は
リ
ス
ク
回
避
と
い
う
視
点

で
は
﹁
重
要
な
備
え
﹂
と
い

う
こ
と
が
で
き
る
︒

⑤
内
部
留
保

　

事
業
活
動
が
再
開
し
︑
売

上
が
入
金
さ
れ
る
ま
で
は
︑

従
業
員
の
賃
金
を
は
じ
め
と

し
た
運
転
資
金
は
手
持
ち
資

金
（
現
金
）
で
賄
う
こ
と
と

な
る
︒
確
実
な
事
業
継
続
の

た
め
に
も
︑
普
段
か
ら
内
部

留
保
に
努
め
る
こ
と
が
重
要

で
あ
る
︒

⑥ 

で
き
る
こ
と
か
ら
取
り
組

む

　

Ｂ
Ｃ
Ｐ
を
ゼ
ロ
か
ら
勉
強

し
よ
う
と
思
う
と
︑
腰
が
引

け
て
し
ま
う
か
も
し
れ
な
い
︒

し
か
し
︑
完
璧
な
Ｂ
Ｃ
Ｐ
を

策
定
し
て
い
な
く
て
も
︑
と

り
あ
え
ず
事
前
に
﹁
リ
ス
ク

を
想
定
し
て
み
た
﹂
経
験
が

あ
る
人
と
そ
う
で
な
い
人
と

で
は
︑
い
ざ
と
い
う
時
の
行

動
に
明
ら
か
な
差
が
出
る
︒

■「事業継続力強化計画」とは？
　事業継続力強化計画とは、主に中小企業・小規模企業向けの防災・減災の事前対策計画です。
　事業継続力強化計画には、BCP（事業継続計画）策定時にも共通する重要な要素は組み込まれ
ていますから、BCP の一類と考えることもできます。強いて言うならば、中小企業や小規模企業でも
取り組みやすいように考えられた「BCP への入門編」ととらえることができます（図）。初めて事業継
続力強化計画に挑戦する中小企業・小規模事業者にとっては、本格的な BCP や、BCM（事業継
続マネジメント）を策定する第一歩と考えてもいいかもしれません。
　なお、既に BCPを策定済みの企業は、その内容の概要を認定申請書用に記載すれば、事業継
続力強化計画が策定（申請～認定）できます。

■計画書に記載する項目
　計画に記載する項目の事例は、以下の通り
です。

① 事業継続力強化に取り組む目的の明確化
② ハザードマップ等を活用した、自社拠点の自

然災害リスク認識と被害想定策定
③ 発災時の初動対応手順（安否確認、被害

の確認・発信手順等）策定
④ ヒト、モノ、カネ、情報を災害から守るための

具体的な対策

　※ 自社にとって必要で、取り組みを始めることができる項目につ
いて記載

⑤計画の推進体制（経営層のコミットメント）
⑥ 訓練実施、計画の見直し等、取り組みの実効性を確保する取

り組み
⑦  （連携をして取り組む場合）連携の体制と取り組み、取り組み
に向けた関係者の合意

■認定を受けた企業に対する支援策
　経済産業大臣から事業継続力強化計画の認定を受けると（各
管轄局長名）、税制優遇や補助金の加点などの支援策を受ける
ことができます（写真）。認定の主なメリットは、以下の通りです。

①低利融資、信用保証枠の拡大等の金融支援
②防災・減災設備に対する税制措置（特別償却 20％）
③補助金（ものづくり補助金等）の優先採択
④連携企業・地方自治体等からの支援措置
⑤中企庁ホームページ（HP）での認定を受けた企業の公表
⑥ロゴマークの使用（会社案内や名刺で認定の PR が可能）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　……など

■令和３年度「中小企業強靭化対策事業」について
　 　中小企業庁では、事業継続力強化計画の策定を含めた中小企業の防災・

減災の取り組みを促進するために、「中小企業強靭化シンポジウム」（10 月開
催予定）等の普及啓発や、計画策定のための専門家の無料派遣など、様々
な事業を実施しています。

　 　「事業継続力強化計画」に関する詳細は、中企庁 HP（二次元コード）を
参照してください。

防災 ． 減災対策に取り組む中小企業を応援する新たな制度がスタ ー トします！
1

1
1
1

 ＂
’‘ 

� 

「事業継続力強化計画」認定制度とは …

中小企業が行う防災・減災の事前対策に関する計画を経済産業大臣が認定する制度です。
認定を受けた中小企業は、税制優遇や補助金の加点などの支援策が活用いただけます。

「事業継続力強化計画」の申請に必要な記載事項

災害発生時の

初動対応手順
自然災害リスクの

事業への影響
事業のリソ ースを守る

事前の対策
訓練や計画見直しなど

実効性の確保

認定企業は、取引先企業などからの信用力が向上！

1防災・減災設備の税制優遇
1補助金の優先採択
（ものづくり補助金等）
1信用保証枠の拡大
1日本政策金融公庫による低利融資

＼国

／

i-
f
g、
-

i

/

＼

 

「事業継続力強化計画」認定制度に関する問い合わせ先
中小企業庁 事業環境部経営安定対策室〒100-8912東京都千代田区霞が関1-3-1 電話： 03-3501-0459 FAX : 03-3501-6805 

北海道経済産業局産業部中小企業課011-709-1783
東北経済産業局産業部中小企業課022-221-4922
関東経済産業局産業部中小企業課048-600-0321

中部経済産業局産業部中小企業課052-951-2748
近畿経済産業局産業部中小企業課06-6966-6023
中国経済産業局産業部中小企業課082-224-5661

四国経済産業局産業部中小企業課087-811-8529
九州経済産業局産業部 経営支援課092-482-5592
内閣府沖縄総合事務局経済産業部中小企業課098-866-1755

（出典）中企庁／中小企業等強靭化対策事業テキスト「災害時の事業継続を考える」

図

BCPのひな型

事業継続力強化計画

表

中企庁「事業継続力強化計画」中企庁「事業継続力強化計画」
認定制度を活用して自然災害に備えましょう認定制度を活用して自然災害に備えましょう

コ
ラ
ム
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2021年度のお申し込みを
10月15日まで延長しています

ク
運
送
業
の
業
務
改
善
講

座
﹂
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
表

の
通
り
で
あ
る
︒
同
研
修
で

は
︑
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者

の
経
営
幹
部
・
管
理
者
等
を

の
研
修
で
は
︑
こ
れ
ま
で
多

く
の
荷
主
や
物
流
事
業
者
に

対
し
︑
物
流
コ
ス
ト
管
理
導

入
の
支
援
や
物
流
Ｋ
Ｐ
Ｉ

（
重
要
業
績
評
価
指
標
）
の

導
入
支
援
︑
ま
た
国
・
地
方

自
治
体
の
調
査
研
究
な
ど
を

数
多
く
手
が
け
て
い
る
︑
合

同
会
社
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン

対
象
に
︑
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業

が
直
面
す
る
経
営
環
境
・
課

題
を
踏
ま
え
た
上
で
︑
コ
ス

ト
・
収
益
の
見
直
し
や
Ｉ
Ｔ

活
用
等
に
よ
る
業
務
改
善
の

進
め
方
に
つ
い
て
学
習
す
る
︒

　

な
お
︑研
修
は
４
日
間
（
研

修
時
間
=
26
時
間
）
実
施
さ

れ
︑
前
半
２
日
間
（
８
月
26

日
・
27
日
）
と
後
半
２
日
間

（
９
月
28
日
・
29
日
）
に
分

か
れ
て
い
る
︒

　

今
回
は
︑
同
研
修
の
前
半

２
日
間
を
取
材
し
︑
研
修
の

特
徴
な
ど
を
紹
介
す
る
︒

・
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
研
究
所

代
表
社
員
の
久
保
田
精
一
氏

が
講
師
を
務
め
た
︒

　

１
日
目
の
講
義
の
冒
頭
︑

久
保
田
講
師
は
受
講
生
に
対

し
︑﹁
今
回
の
研
修
で
は
︑

受
講
生
の
皆
さ
ん
を
２
チ
ー

ム
に
分
け
て
︑
演
習
を
随
所

に
交
え
な
が
ら
進
め
て
い
き

た
い
﹂
と
語
っ
た
︒
こ
れ
が
︑

同
校
の
研
修
に
お
け
る
大
き

な
特
徴
の
ひ
と
つ
で
あ
る
︒

　

外
部
機
関
で
の
研
修
の
中

に
は
︑
座
学
に
よ
る
理
論
中

心
の
講
義
が
中
心
と
な
っ
て

い
る
も
の
も
少
な
く
な
い
︒

　

同
校
で
は
︑
講
師
の
話
を

聞
く
だ
け
の
研
修
で
は
な
く
︑

　

研
修
の
前
半
２
日
間
を
終

え
︑
受
講
生
に
研
修
の
感
想

な
ど
に
つ
い
て
聞
い
た
︒

　
﹁
演
習
を
通
じ
て
同
業
他

社
の
方
の
意
見
を
聞
く
こ
と

が
で
き
︑
非
常
に
勉
強
に
な

り
ま
し
た
︒
特
に
︑
グ
ル
ー

プ
演
習
は
大
い
に
参
考
に
な

り
ま
し
た
︒
こ
う
し
た
研
修

に
参
加
す
る
機
会
が
な
い

と
︑
ど
う
し
て
も
自
社
内
の

考
え
方
に
凝
り
固
ま
り
が
ち

　

全
ト
協
が
実
施
し
て
い
る

﹁
中
小
企
業
大
学
校
講
座
受

講
促
進
助
成
制
度
﹂
は
︑
都

道
府
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
の
会

員
事
業
者
の
経
営
者
・
管
理

者
等
を
対
象
に
︑（
独
）
中

小
企
業
基
盤
整
備
機
構
（
中

小
機
構
）
が
運
営
す
る
中
小

企
業
大
学
校
に
お
い
て
実
施

さ
れ
る
経
営
戦
略
等
の
講
座

を
受
講
し
た
場
合
に
︑
全
ト

協
が
受
講
料
の
３
分
の
１
を

助
成
す
る
も
の
で
あ
る
（
詳

細
７
面
）︒

　

中
小
企
業
大
学
校
は
︑
現

在
全
国
に
９
校
お
よ
び
２
つ

の
キ
ャ
ン
パ
ス
︑
Ｗ
Ｅ
Ｂ
校

（W
EBee Cam

pus

）
が

設
置
さ
れ
て
お
り
︑
活
力
あ

る
中
小
企
業
を
養
成
す
る
た

め
の
高
度
で
実
践
的
な
研
修

が
行
わ
れ
て
い
る
（
詳
細
７

面
）︒
同
広
島
校
（
広
島
県

広
島
市
）
は
︑
中
国
地
方
の

５
県
（
広
島
県
︑
岡
山
県
︑

鳥
取
県
︑島
根
県
︑山
口
県
）

と
高
知
県
︑
愛
媛
県
を
受
講

対
象
と
し
て
お
り
（
他
県
か

ら
の
受
講
も
可
能
）︑
中
小

事
業
者
向
け
講
座
を
年
間
50

本
以
上
実
施
し
て
い
る
︒

　

今
回
紹
介
す
る
﹁
ト
ラ
ッ

　

今
回
の
研
修
に
は
︑
受
講

対
象
エ
リ
ア
内
な
ど
か
ら
11

人
の
受
講
生
が
参
加
し
た
︒

　

中
小
企
業
大
学
校
の
研
修

に
登
壇
す
る
講
師
陣
に
は
︑

現
場
経
験
や
企
業
支
援
の
実

績
が
豊
富
で
︑
専
門
分
野
に

対
す
る
知
識
に
も
長
け
た
人

材
を
そ
ろ
え
て
い
る
︒
今
回

座
は
前
半
と
後
半
に
分
け
ら

れ
て
お
り
︑
そ
の
間
に
﹁
イ

ン
タ
ー
バ
ル
期
間
﹂
を
挟
む

形
と
な
っ
て
い
る
︒
イ
ン
タ

ー
バ
ル
期
間
に
は
課
題
が
課

さ
れ
︑
研
修
の
前
半
で
学
ん

だ
知
識
を
も
と
に
し
て
課
題

に
取
り
組
ん
で
も
ら
う
︒
イ

ン
タ
ー
バ
ル
期
間
を
設
け
︑

課
題
に
取
り
組
ま
せ
る
こ
と

で
︑
研
修
で
得
た
知
識
の
さ

ら
な
る
定
着
を
図
っ
て
い
る
︒

と
思
い
ま
す
の
で
︑
物
流
に

関
す
る
講
座
を
さ
ら
に
充
実

さ
せ
て
い
た
だ
け
る
と
う
れ

し
い
で
す
﹂（
広
島
県
の
運

送
事
業
者
）

　
﹁
当
社
で
は
現
在
︑
管
理

者
に
対
す
る
教
育
を
進
め
て

お
り
︑
会
社
か
ら
の
勧
め
で

今
回
参
加
し
ま
し
た
︒
研
修

内
容
は
非
常
に
良
く
︑
日
常

業
務
に
通
じ
る
部
分
も
大
き

い
で
す
︒
ま
た
︑
同
業
他
社

の
方
と
知
り
合
う
こ
と
が
で

き
︑
非
常
に
満
足
で
す
﹂（
島

根
県
の
運
送
事
業
者
）

　
﹁
地
元
の
山
口
県
ト
ラ
ッ
ク

協
会
か
ら
の
案
内
で
研
修
を

知
り
︑
会
社
に
お
願
い
し
て

参
加
し
ま
し
た
︒
い
ろ
い
ろ

な
方
の
お
話
な
ど
を
聞
い
て

い
る
う
ち
に
︑
自
分
と
は
違

う
考
え
方
で
自
社
の
問
題
点

を
見
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
︑﹃
気
づ
き
の
場
﹄
と

し
て
有
効
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
︒
ま
た
︑
久
保
田
講

師
も
興
味
深
い
お
話
を
し
て

く
だ
さ
り
︑
テ
キ
ス
ト
に
書

か
れ
て
い
る
こ
と
以
外
の
多

く
の
知
識
を
吸
収
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
﹂（
山
口
県
の

運
送
事
業
者
）

　

自
社
の
課
題
を
的
確
に
把

握
し
︑
業
務
を
効
果
的
に
見

直
し
︑
改
善
に
繋
げ
る
こ
と

で
︑﹁
荷
主
に
選
ば
れ
る
運

送
事
業
者
﹂
へ
と
進
化
し
て

い
く
︒
同
校
で
の
研
修
は
︑

運
送
事
業
者
と
し
て
の
将
来

の
飛
躍
に
向
け
た
︑
大
き
な

ヒ
ン
ト
に
な
る
に
違
い
な
い
︒

﹁
わ
か
る
・
で
き
る
・
や
っ

て
み
る
﹂
を
ポ
リ
シ
ー
に
︑

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
グ
ル
ー
プ

ワ
ー
ク
や
演
習
な
ど
の
実
践

的
な
内
容
を
ふ
ん
だ
ん
に
取

り
入
れ
て
い
る
︒
実
体
験
に

よ
っ
て
考
え
さ
せ
︑
知
識
を

効
果
的
に
身
に
付
け
て
い
く

こ
と
で
︑
中
小
企
業
経
営
に

お
け
る
課
題
解
決
の
実
現
に

繋
げ
て
い
る
︒

　

ま
た
︑
広
島
校
で
の
同
講

に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
︒
こ
の

よ
う
な
物
流
に
特
化
し
た
講

座
自
体
︑
ま
だ
ま
だ
少
な
い

全
国
に
９
校
設
置
さ
れ
て
い
る「
大
学
校
」

経
営
者
・
管
理
者
等
に
対
し
実
践
的
な
研
修
を
提
供

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
や
演
習
を
ふ
ん
だ
ん
に
導
入

イ
ン
タ
ー
バ
ル
期
間
を
設
け
知
識
定
着
を
図
る

講
師
や
他
の
受
講
生
の
意
見
に
刺
激
を
受
け
る

「
気
づ
き
の
場
」
と
し
て
受
講
生
か
ら
高
い
評
価

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
で
は
今
年
度

も
︑
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者
の
健
全
な
発

展
に
資
す
る
各
種
助
成
制
度
を
実
施
し
て

い
ま
す
︒
本
特
集
で
は
︑
全
ト
協
に
よ
る

助
成
制
度
を
活
用
し
た
事
業
者
に
よ
る
事

例
等
を
紹
介
し
て
い
き
ま
す
︒

　

今
回
は
︑
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者
の
経

営
基
盤
の
一
層
の
向
上
を
図
る
観
点
か
ら

実
施
し
て
い
る
︑﹁
中
小
企
業
大
学
校
講

座
受
講
促
進
助
成
制
度
﹂
に
つ
い
て
︑
中

小
企
業
大
学
校
広
島
校
の
﹁
ト
ラ
ッ
ク
運

送
業
の
業
務
改
善
講
座
﹂を
一
例
と
し
て
︑

制
度
の
概
要
や
メ
リ
ッ
ト
な
ど
を
紹
介
し

ま
す
︒

 表 　トラック運送業の業務改善講座（中小企業大学校広島校開催）概要
■研修のねらい

　トラック運送業においては、人手不足が深刻化する中、車両運行と荷役等の人によるサービス供
与のウエイトが高く、膨大な取引情報への関与も必要という業界特性もあって、物流コストマネジメント
の必要性がますます高まっています。特に、運行管理や荷主向け輸送サービス等の効率化やコスト
問題への対応は喫緊の課題となっています。
　この研修では、トラック運送業が直面する以上のような経営環境・課題を踏まえた上で、コスト・収
益の見直しや IT 活用等による業務改善の進め方について学習するとともに、その成果を自社の業務
プロセス等の改善の中に取り込んだ計画を策定するなど、実践的に学びます。

■研修のポイント
・ 荷主コスト削減や運送の収益性向上の両立といった業務改革の目標設定の考え方と進め方を理解

します。
・業務改革の各種手法と顧客価値創造業への変革と進め方を学びます。
・自社の業務改善課題の抽出と業務改善アクションプランを策定します。

■カリキュラム
　（中小企業大学校広島校「トラック運送業の業務改善講座」、研修時間：26時間、受講料：36,000円※）

月日 時間 科目 内容

8 月 26 日㈭
研修時間＝ 7 時間

9:00 ～ 9:10 開講式・オリエンテーション

9:10 ～ 12:00
トラック運送業における事業・
業務改革の考え方

○トラック運送業の現状と課題
○請負運送業から顧客価値創造業への変革
○荷主コスト削減と運送収益向上の両立
○トラック運送業の原価計算
　・時間重視型の原価計算への変革
　・顧客別・運行別の収益分析

13:00 ～ 17:10

17:30 ～ 19:00 受講者交流会（今回は新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため中止）

8 月 27 日㈮
研修時間＝ 6 時間

9:00 ～ 12:00
トラック運送業における事業・
業務改革の進め方（演習）

○ 事業・業務改革の目標設定の仕方と KPI（重
要業績評価指標）の活用法

○ 事例研究（荷主との連携による改善事例、
KPI による業務改革事例、IT 活用による情
報共有化）

○自社の事業・業務改革の計画立案
13:00 ～ 16:00

インターバル期間＝研修の前半で学んだ知識を基に自社の輸送サービスの棚卸を行い、業務改善計画を検討

9 月 28 日㈫
研修時間＝ 7 時間

9:00 ～ 12:30

生産性向上のための業務改善計
画策定（演習）

○ インターバル期間中に作成した自社の事
業・業務改善計画を共有し、受講者で相互
にアドバイスを行い、ブラッシュアップに
取り組む

・インターバル課題の振り返り
・受講者間での相互アドバイス
・ 自社の事業・業務改善計画のブラッシュア

ップ

13:30 ～ 17:00

9 月 29 日㈬
研修時間＝ 6 時間

9:00 ～ 12:30
事業・業務改善を定着させる仕
組みづくり

○社内の改革意識醸成と体制づくり
○改革を推進するための PDCA サイクル
○荷主と連携した改革の推進
　・荷主と連携することで改革効果を向上
　・KPI による業務改革事例
　・IT を活用した業務改革事例

13:30 ～ 16:00

16:00 ～ 16:10 終講式 修了証書の交付
※全ト協による助成（受講料の 3 分の 1 を助成）を受けた場合、12,000 円が助成される

久保田 精一 講師

グループワークでは受講生が意見を出し合
い、課題に取り組む

実際の例題をもとに原価計算の仕方を学ぶ
2日間の最後のグループ演習ではチームご
とに改善計画を発表した

中小企業大学校の研修は、グループワークや演習がふんだんに取り入れられていることが大き
な特徴

▶全ト協助成制度活用事例特集◀
 中小企業大学校講座受講促進助成制度

実
践
的
な
演
習
を
通
じ
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
実
現

実
践
的
な
演
習
を
通
じ
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
実
現

「
荷
主
に
選
ば
れ
る
」
運
送
事
業
者
へ

「
荷
主
に
選
ば
れ
る
」
運
送
事
業
者
へ

全ト協が３分の１を助成
中小企業
大学校とは

開催講座
の特徴は

受講生が
語る効果
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食
　
文
　
化

食
　
文
　
化

食
　
文
　
化

食
　
文
　
化

ほんのヒトコマほんのヒトコマ ［第93回］

昔々、それはそれは恐ろしいコロナという病気が流行ってのォ……

206「
鯖
街
道
寄
り
道
し
た
い
味
②
」京
都
市
久く

た多
の
鯖
な
れ
ず
し

　

鯖
街
道
の
異
名
を
も
つ
若

狭
街
道
（
国
道
３
６
７
号
）

周
辺
に
は
美
味
が
お
待
ち
か

ね
︒
滋
賀
の
朽く

つ

き木
ま
で
来
た

ら
︑
ぜ
ひ
と
も
寄
り
道
し
た

い
の
が
久
多
︒
隠
れ
里
と
呼

ぶ
の
に
相
応
し
い
山
里
だ
︒

　

福
井
︑
滋
賀
そ
れ
ぞ
れ
と

の
県
境
に
位
置
し
︑
京
都
市

左
京
区
の
最
奥
部
と
い
う
立

地
︒
江
戸
時
代
は
朽
木
藩
領

で
︑
明
治
か
ら
京
都
府
愛
宕

郡
久
多
村
に
な
り
︑
戦
後
に

京
都
市
に
編
入
さ
れ
た
︒

　

福
井
と
は
往
時
︑
小
浜
の

上か
み
ね
ご
ろ

根
来
か
ら
針は

り
は
た畑
越
え
し
た

魚
荷
衆
（
運
搬
人
）
が
一
息

つ
い
た
の
が
当
地
と
い
う
関

係
︒
久
多
か
ら
さ
ら
に
鞍
馬

へ
通
じ
る
こ
の
ル
ー
ト
は
︑
も

う
一
つ
の
鯖
街
道
と
し
て
利

用
さ
れ
て
い
た
の
だ
︒

り
趣
が
深
い
︒

　

住
民
は
林
業
の
ほ
か
民
宿

業
に
熱
心
で
︑
人
な
つ
っ
こ
い

接
客
で
固
定
客
が
多
い
︒
代

表
が
﹁
久ひ

さ

の

や

乃
家
﹂︒
私
は
洛

中
の
漬
物
屋
主
人
に
教
わ
っ

て
以
来
の
フ
ァ
ン
で
︑
久
多
川

の
鮎
・
岩
魚
︑
庭
先
で
飼
う

地
鶏
︑
そ
し
て
山
の
猪
・
鹿

・
熊
︑
山
菜
︑
茸
な
ど
地
物

づ
く
し
の
献
立
は
リ
ピ
ー
ト

し
︑
山
椒
の
葉
を
ふ
ん
だ
ん

に
挟
む
の
が
コ
ツ
と
か
︒

　

実
際
︑
薄
切
り
を
舌
に
の

せ
る
と
︑山
椒
が
匂
い
立
ち
︑

鯖
は
し
っ
と
り
︒
乳
酸
菌
が

リ
ズ
ミ
カ
ル
に
発
酵
し
て
い

て
胃
は
み
る
み
る
す
っ
き
り
︒

元
気
に
生
き
抜
く
た
め
に
︑

住
民
は
鯖
の
な
れ
ず
し
を
伝

え
て
き
た
の
だ
ろ
う
︒

（
む
か
さ
・
ち
え
こ
）

　

現
代
は
３
６
７
号
を
梅
ノ

木
か
ら
右
折
し
︑
安
曇
川
支

流
・
久
多
川
沿
い
に
30
分
ほ

ど
で
着
く
︒
茅か

や

ぶ葺
き
が
残
る

民
家
は
55
戸
足
ら
ず
だ
が
︑

花
笠
踊
り
や
松
上
げ
な
ど
の

風
雅
な
伝
統
行
事
が
残
る
せ

い
か
︑
景
観
は
ど
こ
と
な
く

は
ん
な
り
︒
コ
ス
モ
ス
に
と

ん
ぼ
が
羽
根
を
休
め
て
い
る

光
景
す
ら
︑
普
通
の
山
村
よ

　

さ
せ
る
魅
力
十
分
︒
食
事
だ

け
の
客
も
多
い
（
要
予
約
）︒

　

そ
の
う
え
鯖
の
な
れ
ず
し

と
鯖
ず
し
も
あ
る
︒
86
歳
の

女
将
・
足
立
ハ
ツ
さ
ん
に
よ

る
と
︑
昔
は
魚
と
い
え
ば
塩

干
物
主
体
だ
っ
た
か
ら
︑
祭

り
の
鯖
ず
し
と
な
れ
ず
し
は

生
魚
ら
し
さ
を
満
喫
で
き
る

ご
ち
そ
う
︒
な
れ
ず
し
は
ご

飯
に
酒
を
振
っ
て
発
酵
を
促

法令　　  クイズ
マル　 バツ

	〜輸送安全規則編〜
	 【解 答】２面に問題
❶	×（輸送安全規則第9条第1号）運行
記録計の装着義務があるのは、車両総
重量が7トン以上又は最大積載量が4ト
ン以上の事業用自動車である。
❷	×（輸送安全規則第7条第4項）酒気
帯びの有無について確認を行う場合に
は、運転者の状態を目視等で確認する
ほか、運転者の属する営業所に備えられ
たアルコール検知器を用いて行わなけ
ればならず、故障を理由にアルコール検
知器による確認を省略することはできな
い。
❸	×（「貨物自動車運送事業輸送安全規
則の解釈及び運用について」第7条	点呼

等）運行上やむを得ない場合は電話そ
の他の方法で点呼をおこなうことができ
るが、その場合は運転者と直接対話でき
るものでなければならず、電子メール、
FAX等一方的な連絡方法は該当しない。
❹	○（輸送安全規則第17条第4号）乗
務を終了して他の運転者と交替するとき
は、交替する運転者に対し、当該乗務に
係る事業用自動車、道路及び運行の状
況について通告する。
❺	×（輸送安全規則第9条の2）事故が
発生した場合には、その記録を当該事業
用自動車の運行を管理する営業所にお
いて3年間保存しなければならない。

令和3年度令和3年度

「中小企業大学校講座受講促進助成制度」のご案内「中小企業大学校講座受講促進助成制度」のご案内

企業課題の解決に向けた様々な研修を提供企業課題の解決に向けた様々な研修を提供
学びに集中できる環境が整った「中小企業大学校」学びに集中できる環境が整った「中小企業大学校」

　全日本トラック協会では、トラック協会会員事業者の経営者・管理者等を対象に、中小企業大学校各校において実
施される経営戦略等の講座を受講した場合、助成金を交付しています。

〔対象講座〕
　中小企業大学校各校で実施される講座のうち、以下に該当する講座。
　①トップのための経営戦略、経営計画等に関する講座
　②実践的な財務管理、利益計画等に関する講座
　③管理者のための人材育成、労務管理等に関する講座
　④女性リーダーの能力開発等に関する講座
　⑤情報化、システム構築に関する講座
　⑥その他物流事業に関する講座

〔利用の流れ〕
　① 本制度を利用する会員事業者の方は、事前に所属する各都道府県トラック協会に受講者、受講講座を届け出てく

ださい。
　② 所属する都道府県ト協の承認を受けた後、各大学校の指示により、受講手続きを行ってください。
　③ 大学校より、受講受け入れの通知があった後、受講料（全額）を大学校へ直接納付してください。
　④ 受講終了後、所定の「受講修了通知書」に大学校交付の「受講修了証書」の写しと「振込金受取書」等の写しを

添付し、所属する各都道府県ト協へ提出してください。
　⑤受講料の３分の１が助成されます。

〔助成額〕
　受講料の３分の１
　※ 国、自治体、他団体（都道府県ト協を含む）等からの助成金の合計が受講料の３分の２を超える場合、助成金を

交付しません。

〔問い合わせ先〕
　全日本トラック協会　経営改善事業部　☎︎03-3354-1056

　中小企業大学校は、中小企業と企業支援者の人材育成を
目的に、全国に９校（旭川校、仙台校、三条校、東京校、瀬
戸校、関西校、広島校、直方校、人吉校）設置されている。
　また、中小企業大学校から離れた地域の人が気軽に受講
できるようにするため、都心部キャンパス（金沢・四国）が
設けられているほか、WEB校（WEBee�Campus）も設置さ
れている。

　中小企業大学校では、「経営者層」「経営幹部層」「管理
者層」「新任管理者層」を対象に、「企業経営・経営戦略」
「組織マネジメント」「人事・組織」「財務管理」「営業・
マーケティング」「生産管理」など、多岐にわたる企業課題
の解決に向けた様々な研修が実施されている。なお、全日本
トラック協会の助成では、６面で紹介している「トラック運
送事業者向け講座」以外にも、「トップのための経営戦略、
経営計画等に関する講座」「実践的な財務管理、利益計画等
に関する講座」なども助成対象となっている（詳細別項）。

　中小企業大学校では、日々の業務から離れて研修に取り組めるよう、宿泊
棟、食堂、読書室などを併設。研修に集中できる環境とともに、受講生同士の
交流が図れる談話室や休憩スペースも校内に設けられている（新型コロナウイ
ルス感染症感染拡大防止のため、一部施設の利用ができない場合もあり）。

　全ト協の助成を活用し、学びに集中できる環境が整っている中小企業大学校で、自己成長を果たしていただきたい。
　※詳細は、中小機構「中小企業大学校」ホームページ（二次元コード）を参照のこと。

全
ト
協

広島校には70室の宿泊室が整
備されている

受講者交流会の会場としても使用される食堂

多彩な研修が行われる教室

自習や個人研修のための読書室

中小機構「中小企業大学校」HP

教室などのある研修棟㊧と、宿泊室や食堂などが入る宿泊棟㊨からなる中小企業大
学校広島校
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都道府県名 実施日 イベント・キャンペーン等

北 海 道 9/18・19 ◦「トラック協会杯第33回全道少年団（U-11）サッカー大会」

（札幌地区） 10/9
◦トラックによる運送をモチーフにしたオリジナル絵本の寄贈〔札幌市教育委員会（各小学校）、児童会館、子ども未

来図書等〕
◦「チビッコあつまれ！ 読み聞かせ広場 on YouTube」実施

（函館地区） 中止
9/30

◦「トラック☆フェスティバル IN 函館」（中止）
◦「厚沢部町・道の駅」にて植樹活動、「七飯町・道の駅」にて交通安全啓発活動

（室蘭地区） 未定 ◦第2回子ども絵画コンクール「ぼくの、わたしのトラック」（未定）

（旭川地区） 9/21 ～ 30 ◦「街頭啓発・清掃活動」の実施（全支部8支部9か所）、記念植樹の実施（日程未定）

（十勝地区） 10/8・9 ◦トラックの森づくりエコ植樹（10/8）、街頭啓発（10/8）、こども絵画コンクール（10/9 受賞者発表）

（釧根地区） 中止
9月～ 10月

◦「トラックDAYフェスタ21」（中止）
◦「トラックの日」清掃活動

（北見地区） 中止 ◦「2021 トラックディ in 北見」（中止）

青 森 県 中止
一部実施予定

◦「トラック感謝デー2021」（中止）
◦各支部による広報活動（道路清掃ボランティア、献血等）

岩 手 県 中止
一部実施予定

◦「トラックフェスタ2021 ｉｎ アピオ」（中止）
◦私の街に「こんなトラックあったらいいな」絵画コンクール（小学生対象、表彰式は中止）
◦テレビCM放映（10/9）

宮 城 県 10/23

◦「トラックの日」招待企画「J1リーグ ベガルタ仙台VSサンフレッチェ広島」に合計100組200人（抽選の他、交通
遺児50人）を招待（10/23）

◦ラジオ番組『AIR JAM Friday』とタイアップ、10/23の告知と業界・協会活動への理解促進（9/15～10/3 計
50回以上放送）

◦各支部青年組織（8支部）ごとに清掃活動、献血等の社会奉仕活動（各支部設定日）
◦「気仙沼リトルシニア創立記念親善少年野球大会 宮城県トラック協会CUP」特別協賛（10/9）

秋 田 県 10/9 ◦交通安全パレード、絵画コンクール表彰式、羅漢ミニライブ
　※羅漢ミニライブでは、昨年制作した秋田県トラック協会オリジナルソング『ラストワンマイル』を披露

山 形 県 10/9・10 ◦山形県トラック協会作成動画の試写会（10/9）、「トラックの森」の補植作業（200本）・遊歩道の整備（10/10）

福 島 県 9/5
10/2

◦「福島県ト協プレゼンツマッチ『トラックDAY』」ＪＦＬ所属のサッカーチーム「いわきFC」の冠試合開催、トラック運
送業界のPR活動（9/5）

◦「トラックの森づくり」事業・福島県相馬市磯部地区での海岸防災林植樹活動（10/2実施予定）

茨 城 県 10/9 ～11/7 ◦各支部において、地域マラソン大会、道の駅でのPR活動や道路清掃活動等を予定

栃 木 県 中止
一部実施予定

◦「第29回トラックの日感謝デーイベント」（中止）
◦メディアによるＰＲ事業を実施（新聞、ラジオ、テレビ等を活用し、トラックの日にちなんだ業界ＰＲを行う）

群 馬 県 10/9 ◦県下14支部で一斉道路清掃活動、群馬県ト協敷地等に「飲酒運転根絶」等ののぼり旗掲出

埼 玉 県 中止
一部実施予定

◦「交通安全・環境フェア」（中止）
◦代替案を検討中

千 葉 県 9月～12月 ◦支部：県下16支部中14支部で新型コロナウイルス感染症対策を図りつつ広報活動を予定（9月～11月）
◦本部：青年部会を中心に交通安全標語・児童絵画コンクールを開催し、表彰式を開催予定（9月～12月）

東 京 都 中止
10/9

◦支部等主催イベント（中止）
◦「トラックフェスタ TOKYO 2021 オンライン」（10/9）

神 奈 川 県
中止

9月下旬
10/9

◦「交通安全子どもショー」（中止）
◦毎日新聞神奈川県版 全15段広告（9月下旬）
◦神奈川新聞 全15段広告（10/9）

山 梨 県 中止
一部実施予定

◦「トラックの日 山梨フェスタ2021」（中止）
◦地元新聞紙に広告掲載

新 潟 県 10/9前後
◦県下8支部で道路清掃実施（10/9前後）
◦トラック輸送の役割について地元紙に意見広告（10月初旬）
◦（公財）新潟県交通遺児基金への寄付金寄贈

長 野 県 未定

富 山 県 10/8
10/9

◦交通安全街頭キャンペーン（10/8 北陸道下り 有磯海サービスエリア〔SA〕）トラックの日のチラシ・グッズ等配布
　※新型コロナウイルス感染症の感染拡大状況等により中止の可能性あり
◦第1回わたしたちの夢のトラック「こんなトラックあったらいいな」小学生絵画コンクール表彰式およびラッピング

トラックの出発式（10/9）

石 川 県 10/9
10/13

◦県下一斉道路清掃活動「クリーン作戦2021」（10/9）
◦「交通災害等遺児を励ます会」への寄付金寄贈（10/13）

福 井 県 10/9 ◦ 福井県のマスコットキャラクター“はぴりゅう”とのコラボによる「はぴりゅうのトラックドライバーお仕事体験」動画
を制作中、10/9公開予定（福井新聞・日刊県民紙面に動画紹介を兼ねた「トラックの日」広告を掲載予定）

岐 阜 県 中止
10/9

◦集客イベント（中止）
◦中日新聞および岐阜新聞に業界PR広告掲載（10/9）
◦JR岐阜駅前の大型モニターで全ト協制作CMを終日放映（10/9）

静 岡 県 中止
9月～ 10月

◦広報イベント（中止）
◦トラックの日前後にメディアを活用した広報展開を重点的に実施（9月～10月）

　全国のトラック協会は、10月9日の「トラックの日」を中心に、地域色豊かなイベントやキャンペーン等を実施します。 （※9月13日現在。詳細については、各都道府県トラック協会まで）

「「トラックの日（10 月 9 日）トラックの日（10 月 9 日）」」各都道府県トラック協会の主な活動各都道府県トラック協会の主な活動

都道府県名 実施日 イベント・キャンペーン等

愛 知 県 10/9
2/23

◦刈谷ハイウェイオアシスにてトラックの日をPRする屋外行事の開催（開催可否は9月中旬決定）
◦ トラック業界の大切さを伝えるためのラジオCMをAM・FMにて放映
◦令和3年度版インターネット広告動画を制作・放映（10月下旬完成予定）
◦令和4年2月23日に「トラックフェスティバル」をバンテリンドーム名古屋にて開催予定

三 重 県 10/8
10月

◦県内8支部にて道路清掃活動を実施。合計２５０人が参加予定（10/8）
◦ トラックフェスタ関連企画を展開（10月予定）トラックのペーパークラフト配布（ボディデザインの描画を募集）、地

元出身アーティストと協力しての楽曲制作とYouTube公開、交通安全やトラックに関する標語とトラックイメージ
画像によるカルタの製作・幼稚園への配布等

滋 賀 県 中止
11/3

◦「第5回滋賀県交通安全フェア」（中止）
◦「おうみの森づくり事業」（11/3）

京 都 府 11/6
11/13

◦「育てよう！ きょうとトラックの森 チャレンジ里山体験2021」（11/6 銀閣寺山国有林）
◦テレビによる広報活動（11/13 KBS京都『キモイリ』）

大 阪 府 中止
一部実施予定

◦大規模イベント（中止）
◦YouTubeを使用した動画配信を予定。パラパラ漫画風アニメーションでトラック運送業界をPR
◦作成した動画のQRコードを表記した除菌シートを作成し配布

兵 庫 県
中止
10/8
10月

◦トラックの日イベント（中止）
◦サンテレビ「トラックの日」PR特別番組制作の放送（10/8）
◦各支部でトラックの日街頭PRキャンペーン（10月）

奈 良 県 9/25
◦会員による主要駅等での「トラックの日」街頭広報活動
◦地元新聞へ「トラックの日」、交通安全事故防止等の広告を掲載
◦地元テレビ局でのCM放映

和 歌 山 県 中止
10月

◦イベント（中止）
◦ 10月を「トラックの日」交通安全月間として、テレビ・ラジオ・新聞折り込みチラシ等の広報活動
◦幼稚園児等による絵画コンクールを開催、作品をラッピングトラックに（20台）
◦SA、パーキングエリア（PA）、道の駅、商業施設での啓発グッズの配布

鳥 取 県
9/21・22・25

10/9
12月上旬

◦交通安全教室（9/21）、児童絵画コンテスト（9/22）、伯耆町の「トラックの森」において森林整備を実施（9/25）
◦県下各県会員事業所周辺の清掃活動（10/9前後）
◦交通遺児募金（12月上旬）

島 根 県 中止
10/9

◦「ごうつ秋まつり」（中止）、「ざいごフェスティバル」（中止）
◦「トラックの森」草刈り作業（10/9 松江市山陰道宍道湖SA裏山）

岡 山 県 中止
7月～ 12月

◦「働くトラックファミリーフェスタ」（中止）
◦小学生絵画コンクール（募集期間：7月～9月）、「トラックと物流」に関する展示（9月～12月）
◦広報動画の制作・発信事業、献血事業、募金活動等

広 島 県 10/10 ◦「第28回ひろしまトラックまつり」（10/10）を無観客で開催し、会場の様子はYouTubeライブ動画配信を検討
中。会場内で絵画コンクール表彰式実施予定

山 口 県
10/8 ～ 11
10/2・9
10/10

◦絵画コンクール作品展示（10/8～11、県内9か所）、各支部による国道周辺清掃活動、交通安全街頭キャンペーン等
◦「第25回萩・魚まつり」（10/10 山口県漁業協同組合萩地方卸売市場＆道の駅・萩しーまーと）にて絵画コンクー

ル表彰式、トラックと綱引きタイムトライアル、車両展示、エコグッズ・交通安全グッズ配布等

徳 島 県

中止
10/6
10/8

10月中旬

◦「とくしま協働の森づくり事業」間ばつ（中止）、トラックえーなぁフェスタ（中止）
◦献血キャンペーン（10/6 四国高速運輸駐車場）
◦ラジオ・テレビ出演（10/8予定）
◦「働くトラック」こども絵画コンクール入賞作品展示（ゆめタウン徳島、表彰式は中止）

香 川 県 中止 ◦「おしごとフェスタ2021」へ出展（中止）

愛 媛 県 中止
11月

◦「トラックの日ふれあいフェスタ2021」（中止）
◦「トラックの森」植樹事業（11月予定）

高 知 県
中止

10/22
11/18

◦「高知市交通安全広場」（中止）
◦「とらっくの森」事業（10/22予定）
◦交通安全教室（11/18予定）

福 岡 県 10/9

◦「TRUCK FES 2021」（10/9 YouTube生配信イベント）坂本克己全ト協会長あいさつ、国土交通省秡川直也自動
車局長メッセージ、ミュージックライブ（ナチュラルレディオステーション・羅漢・BIG FUMI・ACANE）、女性ドライバー
応援動画の上映、全国の協会活動等のPR動画上映、広告配信。10/9の生配信に向けTwitter、YouTube広告の
配信

佐 賀 県 10/17
◦「ゆめのトラック」絵画コンクールの実施・最優秀作品を佐賀新聞へ掲載、絵画コンクール表彰式、絵画ラッピング

トラック出発式、ラッピングトラック行進、YouTubeｒとのコラボレーション動画作成・YouTubeでの動画配信
（10/17予定）

長 崎 県 10/9
11/13・14

◦「トラックの日」、「Gマーク制度」、「引越安心マーク制度」についての新聞記事広告掲載（10/9）
◦「わくわくワーク！ はたらきっずフェスタ」参加（11/13・14）

熊 本 県 10/9
◦ コロナ禍を考慮してソーシャルディスタンスを踏まえたドライブインシアターおよびサプライズ花火等の開催によ

り、業界のＰＲを実施
◦告知を含めたフリーペーパーへのＰＲ広報

大 分 県 10/17 ◦「トラックの日」記念イベント（10/17 延期・中止の可能性あり）、キッズダンスショー、トラック車両展示、大型モニター 
　でのドラマ上映（令和2年度青年部会制作ドラマ）、ＦＭラジオ「トラバラ」公開収録等

宮 崎 県 中止
一部実施予定

◦フェスティバル（中止）
◦「献血活動」を実施予定

鹿 児 島 県 中止

沖 縄 県 中止
一部実施予定

◦清掃活動（中止）、集客イベント（中止）
◦「トラックの日 絵画コンクール」実施予定（表彰式の開催は検討中）、ラジオ沖縄にて「トラックの日」に関する番組

を放送予定（10/9）、新聞協賛広告で「トラックの日」および「新型コロナ後を見すえた、希望ある未来」をテーマに
した広告を掲載予定（10/8）

　全日本トラック協会は９月９日、令和３年度「トラックの日」ポスター
デザインコンテストの結果を発表した。
　８月30日開催の第71回広報委員会における選考の結果、応募総数
316点の中から、園田高宏氏（東京都）の作品がグランプリ（賞金70
万円）に決定した。
　グランプリを受賞した園田氏の作品（写真）では、トラックのバック
ミラーに笑顔の家族を映し出し、コロナ禍の中、エッセンシャルワーカー
として奮闘するトラックドライバーへの感謝の思いを表現している。
　なお、同作品は、全ト協および都道府県トラック協会において実施
する、３年度「トラックの日」の広報活動におけるポスターデザインとし
て積極的に活用される。

デザインコンテストの結果を発表

「トラックの日トラックの日」ポスターポスターがが決定決定令和３年度全ト協
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22 追突・交差点事故ゼロをめざして追突・交差点事故ゼロをめざして

飲酒運転の根絶をめざして飲酒運転の根絶をめざして

出典：（公財）交通事故総合分析センター

11

秋の全国交通安全運動

※「死傷事故件数」および「死亡・重傷事故件数」は事業用貨物自動車を第１当事者とするもの（軽自動車を除く）

約約 割割は追突、は追突、

割近く割近く

左折時の約9割は対自転車、右折時では約9割が左折時の約9割は対自転車、右折時では約9割が
■交差点における死亡・重傷事故の状況■交差点における死亡・重傷事故の状況

6約約約 割割割は追突、は追突、は追突、66
7 割近く割近く割近く77

令和3年は、今後5か年を計画期間とする「トラック事業における総合安全プラン2025」のあらたな
スタートの年です。トラック業界では、「飲酒運転の根絶」「追突事故の防止」「交差点事故の防止」を
最重点推進項目として、安全運行の確保に積極的に取り組みます。
       

死傷事故の高速道路高速道路

7.00
（%）

6.00

5.00

4.00

0.78

6.30

3.00

2.00

1.00

0.00
飲酒なし

（注）調査不能は除外した

出典：警察庁交通局 原付以上運転者を第1当事者とする全交通事故が対象

酒酔い運転※

0.780.78

倍倍倍倍倍倍8.188.1.1.1.18.1

「酒酔い運転」は「飲酒なし」の場合の
　　　

令和7（2025）年の目標値 ：
死者数と重傷者数の合計970人以下／飲酒運転ゼロ　　　　

※5年以下の懲役又は
100万円以下の罰金

8.1
（%）

「酒酔い運転」は「飲酒なし」の場合の
　　　8.18.1倍の死亡事故率

での

死亡事故の起こしやすさ (%) = ×100
死亡事故件数
交通事故件数

2010 2011 2012

死者数＋重傷者数（軽貨物を含まない）

出典：警察庁「交通事故統計」および（公財）交通事故総合分析センター「交通統計」

飲酒運転事故件数（軽貨物を含まない）
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あらたにスタート プラン2025

　　目標
1,8041,804

1,7301,730 1,6771,677

1,5121,512

プラン2020
スタート

970970

死者数＋重傷者数（人）

飲酒運転事故件数

28

（件）

1,4291,429

飲酒運転の根絶をめざして飲酒運転の根絶をめざして飲酒運転の根絶をめざして

安全運行の確保に積極的に取り組みま安全運行の確保に積極的に取り組みます。

「酒酔い運転」は「飲酒なし」の場合の「酒酔い運転」は「飲酒なし」の場合の

～ 依然として後を絶たない飲酒運転事故 ～～ 依然として後を絶たない飲酒運転事故 ～

うち

対歩行者対自転車

～ 依然として後を絶たない飲酒運転事故 ～～ 依然として後を絶たない飲酒運転事故 ～

9月２１日    ～30日火 木  まで令和3年令和3年

は駐・停車中の車両への追突

■高速道路における死傷事故件数の状況

※

※直進には発進、追越・追抜、
　進路変更、その他を含む

大   型：13件　　　
中   型：10件
準中型：20件
普　通：   5 件

48

大   型：8件 50件
中   型：0件　　9件
準中型：2件　 10件
普   通：1件　　2件

11 71
大   型：30件  7 件
中   型：28件 2件
準中型：12件　4件
普   通：   2 件　0件

1372

大   型：12件
中   型：   8 件
準中型：10件
普　通：   4 件

34

(　　　　　　　　　   )左折巻き込み事故防止対策
車両総重量7.5トン以上の事業用トラックを対象

全ト協助成事業実施中
左側方カメラ塔載車へのch

eck

交差点  - 対歩行者

交差点  - 対自転車

交差点 -その他

死亡・重傷事故件数
991件
（令和2年）

その他

397件
40％

148件
15％

132件
13％

117件
12％

197件
20％追突

左折時
衝突
0.1％

「追突」のうち「追突」のうち
高速道路での高速道路での

がが

65.7%65.7%
車両への追突車両への追突

駐・停車中の駐・停車中の

車両相互 94.8％

高速道路死傷事故件数
845件
（令和2年）

高速道路死傷事故件数
845件
（令和2年）

追越・追抜時
衝突
5.8％

後退時衝突
1.7％

対歩行者 1.3％対歩行者 1.3％

人対車両(その他)
 　　　　　　1.3％

横断中 0.0％

工作物衝突
（分離帯）
0.8％

1.3車両単独(その他) %

工作物衝突
（防護柵等）
0.6％

駐車車両
1.2％

車両相互
（その他）
 5.8％ 

車両単独 3.9％車両単独 3.9％
1.31.3％ 追 突
 62.1％
追 突
 62.1％

進路変更時衝突
19.3％
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